
追

考
一
、

本
文

の
註

の
中

に
◎

印
を
附

け
た
語
句
を
摘
出
し
て
詳
解
を
施

し
、

こ
れ
ら
を
發
.音
假

名
遣

に

よ

っ
て

五
十
音
順

に
排
列

し
た
。

一
、
出
典

に
は
其

の
書
名
を
略
記
し
た
。

例

へ
ば

「
曾

根
崎

心
中
」
を
「
曾
祖
崎
」
、
「
博
多
小
女
郎
波

　

枕

」
を
「
博
多
」,
「
心
中

二
つ
腹
帯
」
を
「
二

つ
腹
帶
」
と
し
た
類

で
あ
る
。



追

考

(
あ

。
い
。
う

)

八
二
ニ

ア
ミ
ド
ブ

シ
　
(
二

つ
腹
帶
)

　

「
聲

曲
類
纂
」
卷
之

ご

に
、
「
網
戸
節

h
+
二
段
廃

黝
榔
瑠
嬲
)
の
文
句

に
¶
柴

の
網
戸

.

　

を
押

ひ
ら
き
』

と

い
ふ
所

に
付

た
る
節
な

り
、
別

に
網
戸
節
と

い
ふ
節
あ

る
に
あ

ら
ず
と
同
貰

聞
鑰

翳

嬲

欝

欝

蘯

)
に
い
へ
り
、
安
齋
漫
筆
の
説
も
是
に
同

　

じ
、
網
戸

か

丶
り
、
牛
網
戸
、

上
戸
網
戸
、

や
つ
し
網
戸
そ

の
外

あ

り
」。
淨
瑠

　

璃

は
十
二
段
ざ
う

し
を
語

っ
た

の
が
最
初

で
あ

る
と

い
は
れ
、
從

っ
て
其

の
中

の

　

語
が
節

の
名

に
も
な
り
、
「
冷
泉
節
」
(
見
索
引
)
も
其

の

一
で
あ

る
。

あ
り

ベ
か
か
り

　
(
曾
根
崎
)

　

遊
女
屋

に
客
が
来

た
時

に
は
、
「
そ
れ
.煙
草
盆
お
杯
」
と

い
う
て
と
り
も

つ
は
並音
通

　

の
所
作

で
あ
る
か
ら
、
「
あ

り
べ
か
か
り

に
立
騒
ぐ
」
と

い
う
た
。
「
假
名
手
本
志

　

臣
藏
」
第

七
に
も
、
斧
九
太
夫
が
祇
園

一
力

の
色
茶

屋

に
来

た
時
、
亭
主
が

こ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
　
　
　と
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　も
　
も
　
も
　
も
　
へ
　
も

　

を
あ
し
ら

ふ
樣
を
述
べ
て
、「
ソ
レ
灯
を
黙

せ
仲
居

ど
も
、
お
杯

お
煙
草
盆
と
、
高

　

い
調
子

に
か

せ
か
け
て
」
と
あ
る
。

生
玉
の
赴
　
(
曾

根
崎
)

　

大
阪
市
天
王
寺
區

生
玉
町
に
あ
る
生
國
魂
紳
瓧
を

炉
ふ
。
祭
禪
は
生
島
大
神

・
足

　

島
大
神
で
、
相

殿

に
大
物
主

夫
憩
を
合
祀

し
、
社
殿

の
結
構

美
を
蠡
し
、
神
殿
莊

　
嚴

を
極
め
、
今
官
幣
大

社
に
列
す
。
秕

は
小
丘

の
上

に
あ

っ
て
見
晴

し
が
よ

い
。

　

往
時
は
大
阪

人

の
…遊
び
所

で
、
茶
屋
・
飲
食
店

。祭
文

・
大
卒
記
講
釋
・
物
眞
似
芝
居

　

な
ど
軒
を
列

ね
、
雑
沓

し
た
も

の
で
、
近
松

の
世
話
物

に
"生
玉

の
地

が
所

々
に
出

　

る

の
も

こ
の
所

以
で
あ
る
。

ゐ
　
で
井
堤

　
(
冥
途

。
八
百
屋
)

　
井

手
と
も
書

い
て
あ
る
。
山
城
國
綴
喜

郡
井
手
町

・
玉

水
驛
附
近
。
そ

こ
の
井
手

儒

の
汀
は
寨

炭

の
名
所
.
.繕

馮

命、L隻

に
、、
玉
川
縮

鱗

寒

　
り

水
上
は
井
堤
里

の
東

二
里
ば
か
り
和
束

と

い
ふ
所
よ
り
流

れ
て
井
手

の
南
を
過

ぎ
玉
水
里
を
西
へ
流
れ
木
津
川
に
落
人
る
な
り
左
大
艮

攀

山
吹
を
愛
し
給
ひ

　

て

玉
川

の
汀

に
隙

な

く

植

ゑ

さ

せ
給

ひ
け

る
澣
慰
謝
睦
廟

花

の
輪

は
小

土

器

の
大

さ

　

に

て
幾

重

と

竜

な

く

重

な

り

て
花

の
盛

り

に

は
黄

金

の
堤

な
ど

を

つ
き

渡

し

た
ら

　

ん

や
う

に
て

他

所

に
は

す

ぐ

れ

て
侍

り
し

也

」

と

あ

る
。

稻

荷

の
宮

　
(
曾

根

崎
)

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

こ
と
わ

　

労」
こ

の
文

に

「
稲
荷

の
宮

に
迷

ふ
と

の
闇

は
理

り
」

と
あ

る
は

、「
假

名

手
本

忠

臣

　
藏

」
第

六

に
も

、
「
ヤ

ア
戻

ら

れ

ぬ
か

、

ハ
テ
め

ん

よ
う

な

、

ハ
ア

ア
若

し
稻

荷

前

.

　

を

ぶ

ら

付

い
て
、

彼

の
玉
殿

に

つ
ま

ま

り

や

せ

ぬ

か

の
」

と

あ

る
如

く

、

狐

は
夜

　

陰

に
乘

じ

て

人

を
騙

す

と

の
俗

説

に
よ

っ
て
斯

く

い
う

た
。

な

ほ

「
迷

ふ
」
「
闇

」

　
一、
理
L
と

い
ひ
、

こ

の
續

き

の
文

に

「
親

な

れ

ば

」

と

い

ひ
、

「
子

」
を

い
ひ
か

け

て

　
「
興

徳

寺

」

と

い

へ
る
も

、
「
後

撰
集

」

卷

十

五
、

藤

原
兼

輔

の
歌

「
人

の
親

の
心

　

は
闇

に
あ

ら

ね
ど

も

、

子

を

思

ふ
道

に
ま

ど

ひ
ぬ

る

か

な
」

の
中

の
語

に
據

つ
た

　
も

の

で
あ

る
。

い
ら
た
か
諜
數

　
(
女
殺
)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
り
た
か

　
「
翻
譯

名
義
集
」
卷

七
に
、
珠
數
を
阿
喇
㎎
迦

と
云

ふ
と
見
え
、
「
世
事
互
譲
」
に
「
い

　

ら
た
か
」
は
「
あ
ら
た
か
」
の
轉

で
、
「
あ
ら
た
か
」

は
念
珠

の
梵
名

で
あ
る
と
見
え

　

て
る
る
。
修
験
道

で
は
「
い
ら
た
か
珠
數
」
を
最
多
角
珠
數
或

は
鼓
角
念

珠
と
書

い

　

て
、
算
盤
珠

の
や
う

に
角

の
立

つ
た
扁
亭
な
珠
よ
り
な
る
珠
數
を

い
ふ
。

　
　
　
　
　
　
と
　
たん
ご

宇
部

の
山
邊

の
十
国
手
　
(
丹
波
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

.

　
宇
都
山

は
駿
河
國
安
倍
郡

に
あ
っ
て
、
岡
部

と
丸

子
と

の
間
。
「
伊
勢
物
語
」
に
「
宇

-　、　
勘



津

の
山

に

い
た
り
て
我

い
ら
ん
と
す
る
道

は

い
と
暗
う
細
き

に
蔦
楓

は
茂

り
、
…

・:
駿
河

な
る
宇
津

の
山
邊

の
う

つ
つ
に
も
夢

に
も
人

に
あ
は
ぬ
な
り
け
り
L
と
見

え
、
ま
た
「
大
事
記
」(
紳
田
本
)
俊
基
朝

臣
再
開
東
下
向

の
條

に

「
岡
邊

の
眞
葛

う

ら
が
な
し
き
夕
暮

に
、
う

つ
の
山
邊

を
越
え
行
け
ば
蔦
楓

い
と
し
げ

り
て
道
も

な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
づ
な

し
、
昔
業
年
中
將

の
住
所
求

む
と
て
東

の
方

へ
下

る
と
て
夢

に
も
入
に
あ
は
ぬ
な

隔

り
け
り
と
、
詠

み
し
も
か
く

や
と
思

ひ
知
ら
れ

た
り
」
と
あ
る
。
(
序

云
、
古
来
有

・

名

な
宇
津

の
谷
峠
は
明
治
九
年
長

さ
百
五
十
間

の
隧
道
を
通
じ
、
車

馬
交
題

の
便

を
開

い
た
。
そ

の
舊

道
を
蔦

の
細
道

と

い
ふ
)
。

宇
都

の
山

の
名
物
十
團
子
は
、

宇
都

の
山

の
坂
を
岡
部

に
向

っ
て
下
る
街
道
筋

で

賣

っ
て
み
た
も

の
で
あ
る
。
井

上
通
女
撰
「
歸
家

H
記
し(
正
徳

六
年
刊
)
中
巻
、
宇

都
山

を

い
へ
る
條

に

「
坂
下
る
ほ
ど
に
+
團
子
と

い
ふ
物
を
家

々
の
軒

の
つ
ま
に

か
け
な
ら

べ
て
賣

る
也
、
し
と
ぎ

の
小
さ

き
丸
を
十
つ

つ
絲

に
つ
ら
ぬ
け
る
は
玉

を

つ
づ

り
た
ら
ん

や
う
な
り
、
族

人
買

ひ
も
て
行
↑き
て
わ
ら
は
べ

に
と
ら
す

る
と

そ
、

は
か
な
げ
な
る
物
か
ら
早
く

よ
り
す

る
こ
と

に
て
、
今

に
變

ら
ぬ
さ
ま
な

る

も
あ

は
れ
也
」
と
見
え
て
み
る
。

以
て
欒

林
子
當
時

に
於
け
る
宇
都

山

の
名
物

+

團
子

の

い
か
な
る
も

の
な
る
か
が
知
ら
れ

る
。

「
宗
長
手
記
」

に
、
「
宇
津

の
山
に
雨
宿

り
、
此
茶
屋
昔
よ
り

の
名
物
+
だ
ん
ご

と

云
、

一
杓
子

に
+
つ

つ
必
ら
ず
女
郎

な
ど

に
す
く

は
せ
興
じ
」
と
見
え
、
「
東
海
道

名
所
記
」(
萬
治
元
年
刊
)
宇
津
山
を
記

せ
る
條

に
、
「
坂

の
あ
が
り
口

に
茅
屋

四
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
う
　
も

十
家
あ

り
、
家

ご
と

に
+
團

子
を
賣

る
、
其
大

さ
赤
小
豆
ば
か
り

に
し
て
痲

の
緒

に
つ
な
ぎ
、
古
は
+
粒

を

一
連

に
し
け
る
故

に
+
團
子

と

い
ふ
な
ら
し
、
…
…
樂

阿

彌
+
團
子
を
見
て
よ
め
る
、
小
粒

な
る
う

つ
の
山

べ

の
+
團
子
、
し
か
も
か
た
く

　

て
齒

に
あ
は
ぬ
な
り
」。
「
風
俗

文
選
犬
註
解
」(
佐

保
介
我
撰
)
卷

三
に
十
團
子
を

　
族

人
が
食

っ
て
み
る
繪
が
載

せ
て
あ
る
。
そ
れ

に
よ
れ
ば
普

通

の
大
さ

の
團
子
で

　

あ
る
。

大
江

の
岸
　
(
曾
根
崎
)

　
「
攝

津
名
所
圖
會
」
四
上
に
、「
む
か
し
は
大
江

の
岸

大
江

の
浦
と

い
ひ
し
も
、
今

は

　

京
橋
筋

三
丁
目

四
丁
目
と

い

ふ
。

叉
八
軒

の
族
舍
あ

れ

ば
、
土
俗

八
軒
屋
と
地

　

名
す
」
。

あ
ふ
ぎ
や
を
り
や
　
　
いぼ
ら
を
や
　
　す
み
よ
し
や

扇
屋

・折
屋
・
茨
木
屋
・
住
吉
屋

(
八
花
が
た
)

　

こ
の
四

つ
の
遊
女
屋

は
、
い
つ
れ
も
元
祿
頃
大
阪
新
町
遊
廓
内

に
あ

っ
た
。
「
攝
陽

　

奇
觀

」
卷

之
二
+
三
に
、
大
阪
新

町

の
内
、
越
後
町

に
扇

屋
甚
右
衞
門
、
越
後

町

　

南
側

に
折

屋
六
右
衞
門
、
越

後
町
筋

に
茨

木
屋
妙
了
・茨

木
屋
次
右
衞
門
、
九
軒

町

　

に
佳
吉

屋
榮

心

・
住
吉
屋
四
郎
右
衞
門

の
遊
女
屋
が
あ

っ
た
事
が
見
え
て
み
る
。

大
阪
順
釐
　
(
曾
根
崎
)

　

第

一
番

札
所
。
大
融
寺
。
大
阪
市
北
渦擁
大
融
寺
町

に
あ
る
。
佳
木
山
と
號
し
、
弘

　
　

法
大
師

の
開
基
、
嵯
峨
天
皇

の
勅

願
寺
。

本
尊

は
千
手
觀

音
。
河
原
左
大
臣
源

　
　
融

が
承
和

年
間
鐘
楼

七
堂
を
建
立
し
た

に
よ
っ
て
、
そ

の
諱

を
取

っ
て
大
融

寺

　
　
　

ヘ　
　へ
　

　
　

と

)
オ

簍

蕃

-
。
長
奪

境
内
の
主

面
觀
靈

.
北
區
西
寺
町
に
あ
る
。黐

纛

臥
」

　
　
懿

署

近
松

の
こ
こ
の
丈

に
「
鷄
も

二
番

に
長
一碣
寺
」
と
あ
る
は
、
鷄

の
二
番

　
　

鳴
き

に
、
札
所

の
二
番
を

い
ひ
か
け

た
。
鷄

の
二
番
鳴
き

に
就

い
て
は
、
「
白
氏

　
　

文
集
」
に
「
晨
鷄
再
鳴
殘
月
沒
、
征
馬
連
嘶
行
人
出
」
な
ど

の
句
も
あ
る
。

　

第

三
番
1

。
神
明
宮

内

の
十

一
面
觀
昔
堂
。
北
區
西
寺
町

の
前
、
曾

根
崎
内

に
あ

曝

追

考

(
お
)

八

二
三



追

考

夕

(
お
)

　

る
。

第

四
番
一

。

第

五
番
1

。

　

共
に
二
番

　

ミ
す
o

第

六
番
!

。

法
住

寺
内

の
+

一
面
観
音
堂
。
北
區
西
寺
町

に
あ
る
。

法
界
寺
内

の
如
意
輪
観
音
堂
。
北
隨
.西
寺
町

に
あ
る
。

大
鏡
寺
内

の
十

一
面
観
音
堂
。
北
區
東
寺
町

に
あ
る
。

尨

囲

檎

m
　

　
缶
　

配

置2

寥
身

卍
33
丶

/〆 　　　『一

　　　　囲
1
　　　 　　　 土

卍132

卍31 卍lb

`1

修

捲30　 　　' 14.卍 卍

卍・　 卍

r
　 　 　 1ワ　　13
2q卍

ユθ卍　卍18
えワ卍　卍lq
26卍

25卍 匚蚕]∠D至2奇

襲驫

第

七
番
1

。

第

八
番
i

。

第

九
番
1

。

第

+
番
1

。

η
攝
陽
群
議
L
、

っ
難
波
丸
綱
目
し

超
泉
寺
内

の
馬
頭
觀
音
堂
。
北
區
東
寺
町

に
あ
る
。

善
導
寺
内

の
聖
觀
普
堂
。
北
唾
棄
寺
町

に
あ
る
。

栗
東
寺
内

の
+

一
面
觀
普
堂
。
北
區
東
寺
町

に
あ
る
。

豊

津
稲
荷
宮
内

の
+

一
面
觀
音
堂
。
大
阪
城
南
、
東
區
玉

造
に
あ

る
。

八
二
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
に
せ

第

+

一
番
1

。
興
徳

寺
内

の
千
手
觀
音
堂
。

東
區

小
橋
寺
町

に
あ

る
。

第

十
二
番
i

。
慶
傳

寺
内

の
聖
觀
晋
堂
。

東
區

小
橋
東
之
町

に
あ

る
。

こ
の
所
土

　
地
高
く
眺
望
佳
な
れ
ば
、
「
げ

に
佳

い
景
」
を
「
慶
傳
寺
」
に

い
ひ
か
け
た
。

第
十

三
番
i
。

遍
明
院
内

の
十

一
面
觀
音
堂
。
天
王
寺
區
東
高
津
南
之
町

に
あ
る
。

第
十
四
番
-
。
長
安
寺
内

の
十

一
面
觀
晋
堂
。
東
區

八
丁
目
中
寺
町
に
あ
る
。

第
十

五
番
一
一
。
誓
安
寺
内

の
聖
觀
昔
堂
。

東
區

八
丁
目
中
寺
町

に
あ
る
。

第
十
六
番
!
。
藤

の
棚

の
觀
音
堂
。
「
攝
陽
群
議
」
+
二
に
「
大
坂
巡
禮

+
六
番

n

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
つ
せ

　
大
坂

の
津
谷
町

の
地

に
あ
り
、
和
州
泊
瀬

の
本
尊
寫
像
堂
前

に
藤

の
大

樹
あ

　
り
、
花

の
頃
獪
群
を
成

せ
り
、
世
俗
藤

の
棚
と
稚
し
て
地

名
と
す
」
。

第
十
七
番
上
。
重
願
寺
内

の
如
意
輪

觀
膏
堂
。
天

王
寺
區

谷
町
八
丁
目
に
あ
る
。

第
+
八
番
-
。
本
誓
寺
内

の
聖
觀
音
堂
。

天
王
寺
區

生
玉
前
町

に
あ
る
。

第
+
九
番
i
。
菩
提
寺
内

の
+

一
面
觀
督
堂
。
天

王
寺
區

生
玉
前
町
に
あ
る
。

第
二
十
番
-

。
四
天
王
寺
内

の
六
時
堂
。

千
手
觀
普
等

を
安

置
す
。
天

王
寺
蓮
池

　
前

に
あ
る
。

第

二
十

一
番
-
。

四
天

王
寺
内

の
經
堂
。
如
意
輪
觀
膏
を
安
置
す
。

四
天

王
寺
太

　
子
堂

の
北
限

に
あ
る
。

第
二
+
二
番
1
。

四
天

王
寺
内

の
金
堂
。

如
意
輪
觀
吾
等
を
安
置
す
。

第

二
十

三
番
1
。

四
天
王
寺
内

の
講
堂
。

三
尊
等

を
安
置
す
。

第

二
十
四
番
!
。

四
天
王
寺
内

の
萬
燈
院
。

千
手
觀
吾
等
を
安
置
す
。

第

二
十

五
番
-
。
新
清

水
(
天
王
寺

の
西
)
の
千
手
觀
音
堂
。

第

二
+
六
番
1
。

心
光
寺
内

の
+

一
面
觀
昔
堂
。
天

王
寺
區

下
寺
町
。

第

二
+
七
番
1
。
大
覺
寺
内

の
+

一
面
觀
音
堂
。
天
王
寺
區

下
寺
町
。



一

　
第

二
+
八
番
一
。

金
臺
寺
内

の
+

一
面
観
音
堂
。

天
王
寺
區
下
寺
町
。

　
第

二
+
九
番
一
。

大
蓮
寺
内

の
+

一
面
觀
音
堂
。

天
王
寺
.陬
下
寺
町
。

　
第

三
+
番
多
胎

三
津
寺
。
本
尊

+

一
面
觀
昔
。
南
區

三
津
寺
町
。

　
第

三
+

ヅ
番
-
。

西
區
白
髪
橋
邊

の
+

一
面
観
音
堂
。

　
第

三
+
二
番
一
。

稲
荷
祗
内

の
十

一
面
觀
膏
堂
。
東
區
博
勞
町
。

　
第

三
+
三
番
打
留
i
。
新
御
靈
社
内

の
+

一
面
觀
苦
堂
。

東
區

平
野

町
。

逢
坂

の
關
の
清
水
　
(
曾

根
崎
)

　

「
攝

津

名

所

圖

會

」
卷

二
に
「
相

坂

清

水

11

一
心
寺

(
茶

臼

山

の
北
)
門
前

の
西

に

あ

　

り
,

此

邊

七

名
泉

の
其

一
箇

な

り
、

小

坂

清

水

と
も

い
ふ
、
清

冽

に
し

て

四
時

繪

　

減

な

し
、

此

所

の
用

水

と

す
、

茶

に
可

な

り
」

と

あ

る
。
「
關
…の
清

水

」
と

い
う

た

　

の
は
、

近

江

逢

坂

の
關

の
清

水

は
有

名

で

あ

る

か

ら
、

そ
れ

を

借

り

て
文

飾

と

し

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　も
　　も
　
へ
　
も
　
へ　
　も
　
し　

　

た
。

「
拾

遺

和

歌

集

」
卷

三
、

秋

部

、

風負
之

の
歌

に

「
逢

坂

の
闢
…の
清

水

に
か

げ

み

　

え

て
、

今

や
引

く

ら

む

望

月

の
駒

」。

を
　
だ
　
は
ら
う
ゐ
ら
う

小
田
原
外
郎
　
(
丹
波
)

　

元

の
順
宗

の
朝
禮
部
員
外
郎

で
あ

っ
た
陳

延
蕨

は
、
元
が
滅

ん
だ

の
で
明

に
仕

へ

　

る
を
潔

し
と
せ
ず
、
日
本

に
歸

化
し
て
博
多

に
住

ん
だ

の
が
我
が
應
安
元
年
で
あ

　

る
。

延
肪
佛

に
録
依

し
て
臺
山
宗
敬
と
云

っ
た
。
宗
敬

の
子

の
大
正
宗
奇
と

い
ふ

　
老

弱

に
往

い
て
透
頂
香

の
製
法
を
得
て
歸

る
。
禮
部
員
外
・郎

の
名

に
ち
な

ん
で
こ

　

の
藥

を
「
う
み
ら
う
」
と
も
云

っ
た
。

そ

の
曾
孫
藤
右

衞
門
尉
定
治
、
北
條
早
雲

の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

う
み
ら
う

　

招
に
應

じ
て
、
京
都

か
ら
小

田
原

に
移
住

し
た
。

こ
れ
よ
り
外
郎

は
小

田
原

の
名

　

物
と
な

っ
た
。
外
郎

は
硬

い
小
粒

の
丸
藥

で
苦
味
あ

っ
て
香
気
高

く
、

口
中

の
悪

　
臭

な
ど
を
去

り
、
效
能
も
今

の
清

心
丹

や
仁
丹

の
類
で
あ
る
。
「
雍
州
府
志
」
六

・

　
土
産
円
上
・藥

品
部

に
、
「
外
郎
透
頂
香

"
禮
部
員
外
郎
陳
宗
敬
周
號
二
臺
山
↓
中
華

　
臺
州
人
也
、
舊
爲
二
大
元
之
老
臣

一也
、
至
正
年
中
元
朝
僞
二
大
明

一所
レ
滅
、
宗
敬
以

　
僞
忠
臣
不
レ
事
三
一
君
↓
途
投
二
化
本
朝

一
家
二
筑
前
博
多
津
嚇
于
レ
時
本
朝
應
安
之
始

　
也
、
宗
敬
交

材
博
逹
兼
通
二
占
相
↓

且
傳
二
靈
方

】調
二
奇
藥
↓
…
:
・、
其
末
裔
來
二
佳

　
洛
下
西
洞
院
↓
製
二
透

頂
香

一面
賣
レ
之
、
相
州
小
田
原
透
頂
香
此
餘
流
而
新
家
之
庶

　
流
也
、
大
覺

禪
師
来
朝
在
二
鎌
倉
ハ
傳
二
期
藥
於
小
田
原
土
人

一云
、

今
小
田
原
人
來

　
賣
鉱
泉
師
こ
と
あ
る
。

を
り
は
　
(
曾

根
崎
)

　

〔折
朋
〕
　
雙

六
の
打
ち
方
。

+
二
箇

つ

つ
の
駒
を
用

ひ
、

二
箇

の
采
を
竹
筒

に
入

　

れ
て
、
振

っ
て
出
た
采

の
目

の
數

を
取
合

ひ
、
駒
が
盤
面
に
無
く

な
っ
た
時
そ

の
駒

　

を
計
算

し
て
、
數
を
多
く
取

っ
た
者

を
勝
ち
と
す

る
。
「
嬉
遊
笑
覽
」
巻
四

に

「
今

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
り
の
こし
ち
う
は
ん

　

を
り
は
と

い
へ
る
も

の
は
、
撮

撰
集

に
雙
六
下
貽
重
瞰
、

叉
尺
素
筏
乗

に
囲
碁
將

　
棊
下
貽
、

こ
の
下
貽
と

い

へ
る
も

の
な
る
べ
し
」
と
あ
る
。

お
ん
あ
　
び
　
ら
　
う
ん
け
ん

庵
阿
毘
羅
吽
欠
　
(
女
殺
)

　
胎

藏
界
大

日
如
来

の
眞
言
咒

で
、
「
大
日
經
」
三
に
見
え
て
み
る
。
庵

は
眞
言

の
始

　

め
に
冠
せ
る
も

の
多
く
、

こ
の

一
字

を
諦
念
す
れ
ば
無

上
菩
提

を
得
ら
れ

る
と
云

　

ふ
。

阿
毘
羅
吽
欠

は
四
魔
を
降
す
冗
句
で
あ
る
。

抱
帶

(
曾
根
崎

・
天

の
網
嶋

・
宵
庚

申

・
暦

・
八
百
屋

・
二
つ
腹
帶
)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
し
ろ

　
帶

の
下
に
結

ん
で
著
物

を
か
ら
げ

る
縮
緬
な
ど

の
し
ご
き
の
腰
帶
。
抱
…帶
は
後

で

　

結
ん
だ
も

の
で
あ
る
が
、
貞
享

三
四
年
頃
か
ら
遣

ひ
く

前

で
結

ぶ
や
う
に
な
り
、

　

結

び

の
端

を
長

く
垂

し

た

り
、

或

は
垂

さ

な

い
者

も

あ

っ

た
。
「
我

衣
」
に

「
延
寶

　

の
頃

よ
り

紫
縮

緬

な

ど

の
し

ご

き

な
ど

用

ゐ
ま

し

て
、

さ
う

し

て
合

褄

の
處

を
ず

　

　

　

　

　

　

　

　

　

蕣

旭

考

(
お
。
か
)

八
二
五



追

考

(
か
)

八
二
六

　

い
と
高
く
引

上
げ
ま
し
て
、

其
引
上
げ
た
處

が
前

へ
垂

れ
る

や

う

に

は
し
ょ
り

　

ま
す
、
其
帶

を
抱

へ
帶

と
申
し
ま
す
、
成

程
た
く
し
上
げ
て
真
下

を
括

り
ま
す

か

　
ら
、
手
で
抱

へ
て
居
る
樣

な
形

で
す
」
。

か
　
こ
ひ

鹿

戀

　
(
反

魂

香

・
八

花

が

た
)

　

　

　

　

　

　

　

　

　

た
いふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
ん
お
ん

　

遊

女

の
最

高

位

の
者

を

太
夫

と

い

ひ
、

其

の
次

位

を

天
神

と

い
ふ
。

天

神

の
次
位

　

　
か
　
こ
ひ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
き
ふ
ね
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　か
こひ

　

を

鹿

戀

と

い
ひ
、

太
夫

に
附

随

す

る
者

を
引

舟

と

い
ふ
。

鹿

戀

は
當

字

で
、

圍

で

　

あ

る
。

圍

の
名
義

に
就

い
て

は
、

こ

の
遊

女

の
揚

代
+

四

匁

叉

は
+

五
匁

で

あ

っ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

か
る
た

　

た
か

ら

の
稱

で

あ

る
。

當

時

流

行

し

た

め
く

り
骨

牌

に
て

、

+

四

。
+

五

の
數

は

　

　

　

　

　

　

　

　

　

か
こ　
　か
く

　

入

に
見

ら

れ

ぬ

や
う

に
園

ひ
隠

す

も

の
な

れ
ば

、

そ

の
縁

で
十

四

匁

。
十

五
匁

女

　

　

　

か
こ
ひ

　

郎

を
圍

と

い
う

た

の
で

あ

る
。

貞

享

。
元
祿

頃

で

は
、

こ

の
遊

女

の
揚

代

十

八

匁

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

か
こ
ひ

　

に
「上

っ

て

み
れ

ど

も

、

な

ほ
莓

稱

の
儘

に
圍

と
稱

す

る

の

で

あ

る
。

な

ほ

詳

し

く

　

は
「
近

松

語

彙

」
を

見

よ
。

か
ま

(
女

殺

)

　

鎌

か
。

鎌

は
身

と
柄

と

が

折

れ

曲

っ
て

み

る
故

、

邪

曲

の
意

に
喩

へ
、

ね
ぢ

け

人

　

の
事

に

い
ふ

の

で
あ

ら

う

。

後

世

「
鎌

」
と

書

い
て

あ

る

も

の
も

あ

る
。

「
生

玉

心

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ロも
　
へ

　

中
」
に
「
そ

こ

ら

を

つ

ま
ら

ぬ

か

ま
親

仁

、

オ

、
こ
り

や

で

か

し

た
、

イ

ヤ

よ
う

言

一

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
も

へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
う

　

う

た
」
。

「
卯

月

紅

葉

」

に

「
親

仁

と

か

ま

の
冷

め

と

が
、

こ
れ

も

在

所

へ
行

く

風

で
」
.
「
美
景
籍

の
松
」
(蜜
永
五

年
刊

)
卷

吾

覊

は
お

つ
ま
甦

れ
て
出
つ
れ
ば
、

　

　

　

　

も
ゆへ
　
　
か
し
こ
ま

　

傍

へ
は

か

ま

が

畏

っ
て

、

飛

車

角

の
竝

ん

だ

や

う

に

お

つ

ま

を

か

こ

ひ
」
。
「
卯

　

　

　

　

　

　

　
だ
い
も

へ

　

月
「の
潤

色

」
に
「
大

か
ま

の
犬

め
ら

に
懲

り
果

て

Σ
死

ぬ

る
身

を
言

は

穿
し
。
(

一
説

　

に
、

「
あ
な

か
ま

」
な

ど

い
ふ
「
か

ま
」
(
囂

)
で

あ

ら
う

。

が

や
～

丶

と

か
、

や
か

ま

　

し

い
こ

と
と

か

の
義

で

あ

っ
て
、

や
か

ま

し

や

を

い
ふ

の

で
あ

ら

う

と

い
ふ
)
。

か

も
ん
ど
の

描

蔀
殿

　
(
冥
途
)

　

常
時
大
阪
新
　町
に
轍只
在

の
遊
女
推
理部
を

い
う
た
も

の
か
。
「
伽

四維
女
」
の
名
寄

に
、

　
　
　

　
　

へ
　
も
　
も
　　
　　
　　
　　　
　　
　　
　　へ
　
も
　
も

　
「
新

町
通
筋

つ
ち
や
理
兵
衞
内
太
夫
か
も
ん
引
舟
大
は
し
」
と
あ
る
。
(
或

は
俳
優

中

　

村
歌
門

を
き

か
せ
た
も

の
か
。
歌
門
は
正
徳
元
年
正
月
都
萬
太
夫
庵
興
行

の

「
傾

　

城
九
品
浄

土
」

の
狂

言
に
、
仏徳
川
に
扮

し
た
縁

に
よ
っ
て
か
く

い
う
た
も

の
か
)
。

　
(
序

に
云
、
掃

部

は
も

と
蟹
守

の
轉

で
あ
る
。
蟹
守

は
「
古

語
拾
遺
」
に
竜
見
え
て
、
・

　
蟹

の
這

上
る
を
描

き
す

て
た
者
で
あ
る
)
。

川
中
嶋

の
四
段
目
　
(
宵
庚
申
)

　
曉
暗
翳
撰
「
雲
錦
随

筆
」
卷
之
四

に

「
享
保
六
年
辛

丑

八
月
信
州

川
中
島
合
戰

(
竹

　
本
座

に
て
興
行
)
、
此
時
山
簾

を
張

ぬ
き

の
本
山

に
作
り
始
む
(
是
迄

は
す
べ
て
山

　

の
段

は
、

す
だ
れ

に
山
を
書
き
た
る
を
用
ゆ

る
な

り
)
」
と
あ
る
。

　

近
松
作
「
信
州
川
中
鳩
合
戰
」
が
竹

本
座

に
初

上
演
さ
れ
た

の
は
、
享
保
六
年
八
月

　

で
あ
る
。

生
玉
大
寶
寺

の
開
帳
は
享
保

七
年
春

で
あ
る
。

そ
し

て
お
千
世

。
牟
兵

　
衞

の
情

死
を
、

そ
れ
ら

よ
り
以
前

の
享
保

六
年
四
月

五
目
宵
庚
申

の
夜
と
し
て
は

　

時
が
合
は
ぬ
。

こ
れ

は
近
松
が
場

當
り
に
か
く
書

い
た

の
で
あ
る
。

こ
の
事

に
就

　

い
て
は
「
心
中
宵
庚
申
」
の
實
説

の
條

を
も
參
照
さ
れ
た

い
。

ぐ
わ
ん
い
し
　
く
　
ど
く
び
や
う
ど
う
せ
い
っ
さ
い
ど
う
ほ
っ
ぼ

だ
い
し
ん
わ
う
b
や
う
あ
ん
ら
く
こ
く

願
以
北
功
徳
雫
等
施

闘
切
同
發
菩
提
心
往
生
安
樂
國
　
(
女
殺

・
宵
庚

申
)

　
廢

の
善
導
撰

の
「
觀
無
量
丗詩
経
註
疏
玄
義
文
」
の
最

初
に
歸

三
寶
偈
が
あ

る
、

そ

の

　
結
末

に
出
て
み
て
、
.利
他
廻
向
を
表
白
し
た
文

で
あ
る
。
願
く

は
觀
經
製
疏

の
功

　
徳

を
以
て
、
怨
親
平
等

一
切

の
衆

生
に
施

し
、
同
じ
や
う
に
信

心
を
發
.起

し
、
諸

　
共

に
阿
彌
陀
佛

の
浄
土

に
往
生
せ
し
め
給

へ
と

の
意

で
あ
る
。

こ
の
文
は
念
佛
宗

　

で
總
回
向
文

と
し

て
讀
誦
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

「寿
』



　

邯
鄲

の
夢

　
(
冥
途
)

　
　

短
き
夢

の
間

の
榮
華
を

い
ふ
。
「
書
言
故
事
大
全
」
七
に
「
異
聞
集
云
、

呂
翁
經
二
郎

　
　

鄲
道

上
↓
邸
舍
中
有
二
少
年
・盧
生
↓
自
嘆
二
貧
困
↓
言
訖
思
レ
睡
、
主
方
炊
二
黄
粱
↓
蓊

　

、
探
二
夢
中

一
洗
噛
以
授
レ
生
日
、
枕
レ
之
即
榮
遇
如
レ
意
、

生
枕
レ
之
.
夢

自
二
枕

竅

蝋

　
　

入
二
其
家
↓
身
歴
二
富
貴

一
五
十
年
、
老
病
而
卒
、
欠

伸
而
寤

、
顧

呂
翁
在
レ
傍
、
主
人

　
　

炊
二
黄
粱

一獪
未
レ
熟
、

生
謝

日
、
先
生
以
レ
此
窒
二
吾
之
欲
こ
。

　

き

こ
ら

い
…
;
ぶ
お
ん

く

　
(
國
性
爺
)

　
　

「
難
波
土
産
」
卷
之
四

に
「
き
こ
ら

い
一

ぴ
ん
く

は
ん
た
さ

つ
ふ
お
ん
一

H
此

　
　

浄
瑠
璃

の
唐
音
は
前
も

い
ふ
通

り
、
譯
も

な
き
事
也
、

き
こ
ら

い
は
蟐
去
来

の
字

　
　

を
用

ひ
た
れ
ど
も
、
是

も
唐
音

に
て
は
歸
去
来
〔
く

い
や

い
ら

い
〕
な
れ
ば
念
ず
、

　
　

ひ
ん
く

は
ん
た
さ

つ
ふ
を
ん
く

も
、
唐
音
を
も

つ
て
文
字

に
合

せ
な
ぱ
、
相
應

　
　

な
る
事
も
有

ぺ
け
れ
ど
も
、
す
べ
て
近
松

が
唐
音

は
皆

頓
作

に
て
其
か

エ
は
り
な

　
　

し
、

云
々
」
。

　

君
が
杯

い
つ
も
飲

み
た
や
武
蔵
野

の
、
.
月

の
、
月
の
夜
す
が
ら
戯
れ
遊

べ

(
女
殺
)

　
　

「
若
み
ど
η
」
(
寶
永

三
年
刊
)
卷
四
、

て
る
月

の
歌

に
、「
月
は
・武
蔵
野

よ
び
だ
し
の

　
　

お
よ
ろ

　
　

女
郎

を
、

・:
:
.
い
ざ
よ

い
月
に
戯

れ
遊

べ
、
え

い
ノ

＼
-
…
・」
。
「
武
藏
野
」

は
そ

　
　

の
條

を
見

よ
。
・

　

を
や
て
い

　

掲
諦

々
々
々
々
波
羅
掲
諦
、
波
羅
僭
掲
諦
掲
諦
掲
諦
、
波
羅
掲
諦
波
羅
僭
掲
諦

懸覊

灘
欝
欝

欝

糊鐚

一

　

は
彼
岸

の
義
、
其

の
度
し
て
到

る
處
、
凾即
ち
深
般

若

の
大
果
を

い
ふ
。
「
曾
」
は
普

　

ま
た
總
の
義
。
「
波
羅
僣
竭
諦
」
は
自

他
普
く
度
し
、

總
て
彼
岸

に
到
る

の
意
。

く

つ
わ
　
(
反
魂
香

。
女
殺

。
二
つ
腹
帶
)

　
轡

叉
は
亡

八
な
ど
と
書
く
。
遊

女
屋
ま
た
は
…遊
女
屋

の
主
人
を

い
ふ
。
「
く

つ
わ
」

　

の
名
義

に
就

い
て
は
、
女
郎

を
馬

に
譬

へ
、
…遊
女
屋

の
主
人

は
そ
れ
を
引
廻
す
か

　

ら
、
…轡
と

い
う
た

の
だ
と

い
ふ
。
然

し
こ
れ

に
は
異
説
も
あ

る
。
思
ふ

に

「
く
る

　
　
　
　
か
た
こ
と

　

わ
」

の
片
言

で
あ
ら
う
。

幼
稚
な
者

の
聲
膏

は
、

ラ
行

の
昔

(
r
)
を

タ

行

の
昔

　
(
t
)
に
轉
誑
す

る
の
が
往

々
あ
る
か
ら
、

こ
れ
も
其

の
類

で
あ

ら
う
。

亡

八
と
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
し
な

　

く
は
、
遊
女
屋

で
は
色

に
迷

ひ
酒

に
酔

う
て
仁
義
禮
智
忠
信
孝
悌

の
八
徳
を
亡

ふ

　

か
ら
で
あ
る
と

い
ふ
。

な
ほ
「
女
殺
油
地
獄
」
の
こ
こ
の
文

は
、

一
年

は
三
百
六
十

　

目
な
れ
ど
、
享
保
六
年
は

七
月

に
閏

が
あ

っ
て
、

一
ヶ
月
李
均
數

の
三
日

の
紋

H

　

が
少

い
こ
と
に
な
る
か
ら
、
…遊
女
屋

の
主

人
は
欲
深
く
て
、
紋

日
三
日
の
祝
儀

が

　

得
ら
れ

ぬ
を
嘆
く
。
叉
…遊
女
は
紋
H
に
は
客

に
ね
だ
れ
て
厄
介
を
か
け
、
客

は
そ

　

の
僞

に
費
用
が
嵩
む

の
で
、
出
費

の
約
束

を
變
替

に
行
く
者

も
あ
る
と
の
意
。

雲

心
な
き
水

の
書
北
斗
は
冴

え
て
影
映

る
星

の
妹
背

の
天
の
川
、
梅

田
の
橋
を
鵲

の

橋
と
契
り

て
い
つ
ま
で
も
、
我

と
そ
な
た
は
女
夫
星
、
必
ら
ず
添
ふ

と
縋
り
霤
り
、

二
人
が
中

に
ふ
る
涙
、
川

の
水
…嵩
も
ま
さ
る
べ
し
　
(
曾

根
崎
)

　

穗
積

以
貫

撰
「
難
波
土
産
]
卷
之

一
に
、
「
陶
淵
明

が
歸
去

来

の
辭

に
雲
無
心

以

出

　
レ
岫

と

い
ふ
語
あ

り
、
そ

の
外
詩
人

の
詞

に
雲

の
心
な
き
を
人
情

の
憂

き
思

ひ
の
胸

　

に
塞

が
る
目
よ
り
見

て
羨

む
心
多
し
、

こ
こ
も
共
心

に
て
書
な
せ
り
、
我

々
は
憂

　

き
思

ひ
に
か
き
く
れ
し

に
、
皿羨
ま
し
や
雲
は
心
も
な
く
何

の
苦
も
な
く
見
ゆ

る
と

　

也
、
そ
れ

よ
り
水

の
面
と
う

つ
り
て
蜆
川

の
景
色
を

い
ひ
し
も
、
彼

の
空

は

一
つ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蜘

追

考

(
か

・
き

・
く

)

八
二
七



追

考

(
く
・
け
)

八
二
入

　
雲

の
波
と

い
へ
る
心
も
ち
に
書

な
し
、
空

の
景
気
と
今
目
前

の
川
邊

の
景
色

と
を

　
打
混
じ

て
、
上
と
下
と
で

い
ひ
た
る
甚

だ
め
づ
ら
か
也
、
空

の
北
斗

は
心
よ
く
冴
え

　

て
、
真
影
水

に
映

り
て
輝

く
も
、
我

が
胸

の
く
も

り
た

る
に
は
事
攣

り
て
羨
いま
れ
.、

　
わ

き
て
羨
ま
し
き
事
は
、
七
夕

の
星

の
妹
背

の
契

り
を
こ
め
給

ふ
天

の
川
も
あ

り

　
あ

り
と
、
さ
ぞ
な

二
星
は
千
載

を
か
け
て
蠡
き

ぬ
契

り
を
結

ぶ
ら
ん
、
さ
ら
ば
我

　
我

も
あ

や
か

り
て
、
今
渡
る
梅

田

の
橋
を
鵲

の
橋
と
契

り
、
必
ら
ず
添

は
ん
と
縋

　

り
寄

る
有
樣
、
真
景
其
情
そ

の
態

い
つ
れ
も
さ
も
あ

る
べ
し
、
鵲

の
橋

と
は
牽
牛
・

　
織
女

の
二
塁
落

合

ひ
給

ふ
夜
、
鵲

が
来

り
て
初
を

の
し
天

の
川
を
渡
す
と

の
云
ひ

　
傳

へ
な
り
、
扨

ふ
る
雨

よ
り

い
ひ
か
け
て
川

の
水
嵩

と
う

つ
り
た

る
も
、
筆

の
あ

　

ゆ
み
心
よ
く
面
白

し
、
云

々
し
。
こ
れ
は
「
水
の
督
」
を
「
水

の
面
」
と
誤
解

し
て
み
る
。

く
ら
蔵
屋
敷

　
(
天

の
綱
嶋

。
宵
庚

申
)

　
徳
川
時

代
に
、
諸
藩
主

や
蹙

下

の
士
や
、

大
な
る
寺
瓧

で
は
、
其

の
領
内

の
特
産

　
物

や
米
穀
を
、
大
阪

に
廻
送
し

て
貯
蔵
し

、
こ
れ

を
賣

捌
く
爲

に
、
家

臣
を
派

し

　

て
其

の
出
納
を
管

せ
し
め
た
。

其

の
屋
敷

を
藏
屋
敷

と
稱
し

て
、
中
之

島

・
土
佐

　
堀

・
江
戸
堀

な
ど

の
交
通
運
輸

の
便
利

な
所

に
あ

っ
て
、
其

の
屋
敷
數

は
百
内
外

　

も
あ
っ
た
。
其

の
役
人
を
蔵
役
人
と

い
う
た
。
蔵
屋
敷

の
中

に
は
、
米
倉
所

を
設

　

け
て
米
穀

の
取
引
を
な
し
、
米
切
手
を
發
行

し
、

叉
は
米
を
擔
保
と
し
て
、
市

人

　

に
金

の
調
達

を
命
じ

る
事
も
あ

っ
た
。

く
れ
は
ど
り
あ
や
な
や
　
(
曾

根
崎
)

　

穗
積

以
貫
撰

「
難
波
土
産
」
卷
之

一
に
こ
こ
の
文

を
解
釋
し

て
、
「
應
憩
天
皇

の
御

　

特
使

を
英
図

へ
つ
か
は
し

て
冖綾
織
る
女
を
求

め
給

ふ
に
、
英
図

四
人

の
綾

織
り
女

　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
れ
は
どり
　
あ
やは
どり

　

を
逸
れ

り
、
其
中

に
呉
織

。
穴

織
と
名
付
る
あ
り
し
故
、
是

よ
り
し
て
く
れ
は
ど

一

　
り
と

い
ふ
詞
を
う
け

て
は
あ

や
と

つ
づ

る
也
、
爰
も
心

の
く
る
る
と

い
ふ
を

い
ひ

　
か
け
て
く
れ

は
ど
り
と
云
た
る
故
、

あ
や
な
や
と
受
け
た
る
古
歌

の
心

に
か
な
ひ

　
て
面
白

し
、
古
歌

に
く
れ

は
ど
り
あ
や
に
ご
ひ
し
く
あ
り
し
か
ば
ふ
た
む
ら
や
ま

　
も

こ
え
ず

な
り

に
き
」
と
見
え
て
み
る
。

げ
に
や
安
楽
世
界
よ
り
:
…
・仰
ぐ
も
　
(
曾
根
崎
)

　
謡

曲
「
田
村
」
に
、
「
げ

に
や
安
樂
世
界

よ
り
、
今

こ
の
娑
婆

に
示
現

し
て
、我
等

が

　
爲

の
觀
世
膏
、
仰
ぐ
も

お
ろ
か
な
る
べ
し
や
」
。
「
安
樂
世
界

」
は
安
樂
國
と
も

い

　
ひ
、
西
方
趣
樂
浄

土

の
稱
。「
無
量
壽
經
」
に
「
無
レ
有
三
二
途
苦
難
之
名
輔
但
有
二
自
然

　
快
樂
之

音
↓
是
政

其
國

名
二
安
楽

こ
。
「
娑
婆

」
は
梵

語

ω
㊤
冨

●
忍

土
と
課
し
、
現

　
世
を

い
ふ
。
「
翻
譯
名
義
集
」
に
「
悲
華
經

云
、
村
名
二
娑
婆
軸
足
諸
衆
生
、
怨
二
受

　

三
襟

及
諸

煩
悩
↓
能
忍
二
期
惡
↓
改
名
二
恩

土
こ
。
「
示
現
」
は
顯
示
顯
現

の
義
。
佛
。

　
菩
薩
が
そ

の
儘

の
御
婆
或

は
御
∵姿
を
變

じ
て
出
現

し
給

ふ
こ
と
。

け
ん

(
冥
途
)

　
支
那
か
ら
傳
来

し
た
…遊
戯

で
あ

っ
て
、
水
撃
・
狐
拳
・
虫
拳

な
ど
種
曜々

あ
る
が
、

こ

　

こ
の
文

に
い
へ
る
は
本
拳

で
あ

る
。

本
拳

は
二
人
相
謝
し

て
打

つ
も
の
で
、
互
に

　
右
手

の
指

を
屈
伸

し
て
早

く
出
す
と
同
時

に
、
彼
我

の
伸

し
た
指
數

の
和
を
言

ひ

　
嘗

て
た
る
を
勝
と
す
る
。
但

握

っ
た
儘
出
し
て
も

よ

い
。
勝
負

は
五
番
勝

で
終

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
ら
ひ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
ち
な
ぽ

　
若
し
彼

我
互
に
四
番
勝

な
る
時

は
、
拂
と
稱

し
て
勝
負
な
し
と
し
、
更

に
打
直

し

　

て
勝
負

を
決

し
る
。
彼
我

の
指
數

の
和

の
呼
聲

は

一
か
ら
+
ま
で
唐
音

で
言

ふ
。

　
即
ち

一
を
イ
イ
叉
は
タ

ニ
、

二
を

ル
ウ
叉
は
リ
ヤ

ン
、

三
を

サ
ン
叉
は
サ
ン
ナ
、

　

四
を

ス
ゥ
叉
は

ス
ム
ヰ
、
五
を
ゴ
ウ
叉
は
ウ

シ
、

六
を

ロ
マ
叉
は
リ
ウ
、

七
を
チ

　

エ
正
文

は
チ

マ
、
八
を

ハ
マ
、

九
を
キ
ゥ
、
+
を
ト
ウ
ラ
イ
と

い
ふ
。
「
甲

子

細



見

」
(
延

享

元

年
刊

)

に
、

「
釜
・
の

A
口
せ

や
う

口

傳
。

例

へ
げ
…
サ

ン
ナ

と

て
指

二
本

出

す

時

、

向

よ

リ

ロ

マ
と

て
指

四

本

出

す

る

時

、

二

本

と

四
本

の
指

に

て

ロ

マ

の
拳

に
合

ひ

た

る
故

ロ

マ
の
方

…勝
な

り
、

サ

ン
ナ
負

け

て
酒

呑

む

べ

し
、

又

サ

ン
ナ

と

て
指

二
本

出

す

時

、
向

よ

リ

ロ

マ
と

て
指

三
本

出

せ
ぱ

、

ロ

出た
寛 に

,
糊

犠

轂

グ

甎

四苳

五豊

郷

多
気

夛

　

マ
に
も
サ

ン
ナ
に
も
合

は
ぬ
故

に
勝
負

な
し
。

　

り
出
す
手

の
數

を
合

せ
、

げ
ん
か
　
れ
き
　
　
を
　
ぬ
う
れ
き

元
嘉
暦

・
儀
鳳
暦
　
(暦
)

載 所 し見 細 子 甲、

…
…
大
方

こ
れ

に
て
兎
角
両
方

よ

口

よ

り
掛

け

る
拳

に

合

ひ
た

る

が
勝

な

り
L
。

　
共

に
持
統
天
皇

の
四
年
十

一
月
甲
串
か
ら
用

ひ
ら
れ
た
暦

名
。
「
暦

法
新
書
」
卷

十

　

五
に

「
蓋

元
霊瀦
一贋
者
一、
劉
宋
元
丗船
二
十
年
何
承
一天
所
レ
造
、
而

日
法
七
百
五
十
二
、

　
其
術
與
二
古
暦

一大
率
無
レ
異
矣
、
儀
鳳
暦
者
,
唐
高
宗
時
、
太
史
李
淳

風
所
レ
造
、

　
而
日
法

一
千

三
百
四
+
、
其
術
大
異
二
於
古
暦
唾
而
不
レ
用
二
蔀
章

元
紀
之
數
↓
定
二

　
四
大

三
小
之
法
↓
與
二
元
嘉
暦

一懸

隔
、
云

々
」
。
西
鶴

は
「
世
間
胸
算

用
し
卷

一
、
長

　
刀

は
昔

の
鞘

の
條

に
も
、
「
暦

は
持
統
天
皇

四
年

に
、
儀
鳳
暦

よ
り
改
ま
り
て
日
月

　
　
　
　

こよ
み

　

の
蝕
を
暦

の
證
據

に
世

の
人

こ
れ
を
疑

ふ
事

な
し
」

と

い
う

て
る
る
。

こ
ひ
　
　ご
が

戀
に
焦
れ
て
…
…
茶
飲

み
時

　
(
八
花
が
た
)

、松
の
落
葉
」(蘿

爆

静
.憲

六
、
古
翕

左
衞
門
籀

嵜
、
茶
飲
時
に
、.
起
竺

　

　

ゐ
　

　

　

　

　

　
あ

す

　

　

　

　

　

　

　

　

い
　
し
ば

　

　

　

　

　
　
ね
　
　
と
こ
　

　

　

　

ぬ

お

　

て
居
な
ん
せ
な
、
明
日

の
夜
も
あ
る
に
、
今
暫

し
そ
や
、

叉
寢

の
床
く

に
は
濡

　

　

　

　

　

　

　
　

し
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ほ
ふ

　

る

瓦
も

袖

、

東

が

白

む

、
　

ド
冫
や

が

て

お
婆

の
茶
飲

み

時
、

云

々
」

と

あ

る
。

こ

　

れ

を
改

作

し

た

の
で

あ

る
。

か
う
ゴ
　
ミ
　
も
ん

牽

左

衞

門

　

(
女

殺

)

　

　

　

　

　

　

　
　

や
く
しゃ
わ
か
ゑ
びす

　

享

保

六
年

刊

の
「
役

者

若

険

酒

し
に
、
「
上

上
吉

、

竹

島
幸

左
衞

門

、

座

本

。

名

代

に

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

が
ち
　
　
　
ふ
う
し

　

も

せ

よ
、

打

つ

穿

い
て
座

本

お

手

が

ら
、

わ
け

て

當

か

ほ

見

せ

一
番

勝

、

一
風

仕

　

だ

　

幽

し

の
げ

い
の

い
き

か

た

、

此

津

の
諸

見

物
御

構

美

に

て
評
判

よ

ろ
し

、

云

々
」

　

と

あ

る
。

こ
れ

は

二
代

目

幸

左

衞

門

の
事

で
、

捌

き
役

に
妙

を

得

。

こ
こ
の
　
　
か
た
ち

・
九

つ
の
相

　
(
暦
)

　

qO
脹

想
と
は
死
屍

の
膨
脹
を

い
ふ
。
②
壞

想
と
は
死
屍

の
破
壊

を

い
ふ
。
③
、血
塗

　

想
と
は
死
屍
破
壊

し
て
血
肉
地

に
塗

る
こ
と
。
㈲

膿
爛
…想
と

は
死
屍
腐

敗
す
る
こ

　
　
と
。
⑥
着

想
と
は
死
屍
色

を
變

じ
る
こ
と
。
⑥
瞰

想
と
は
鳥
獣
が
來
・つ
て
死
屍
を

　

く
ら

　

嗷

ふ
こ
と
。
の
散

想
と
は
鳥
獣

に
嗽

は
れ

て
死
屍

が
分
裂
散
亂
す

る
こ
と
。
㈲
骨

　

想
と
は
白
骨

の
離
散

す
る

こ
と
。
鋤
焼
想

と
は
白
骨
火

に
燒

か
れ

て
茯
土

に
歸

す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

夢

　
　
る

こ
と
。

　
　
九
想

は
書

に
よ

っ
て
異

同
が
あ
る
。
「
解
脱
道
論

」
卷
六

(
「
大

正
藏
經
」
卷

三
十
二

　
　
〔
四
二
五
ーー
四
二
六
頁
〕
)
に
は
、ω
腿

脹
想
、
,②
青
津

想
、
紛
潰
爛
想
、
ω
斬
斫
離

　

散
想
、
給
食

瞰
想
、
⑥
棄
擲
想
、
の
殺
戮
棄
擲
想
、
⑧

血
塗
染
想
、
②
虫
臭
想
、

　

ラ

　
　
一0
骨
想

と
あ

る
。

　

く
ご
　
ロじ
ふ
さ
ん
つ
を

　
五
十

三
次
　
(
丹
波
)

　
　
京
都

三
條
橋

よ
り
江
戸

日
本
橋
迄
、
百

二
十
四
里
餘

の
間
に
あ
る
傳

馬
な
ど
を
次

　
　
ぐ
五
十
三

の
驛
宿

を

い
ふ
。

　
　
五
十

三
次
(
算

用
數
字

は
京
都

か
ら
發
足
し
、
各
驛
問

の
里
、
丁
を
示

す
)

担

考

八
け
・
こ
)

八
二
九



逍 、

考

(
こ
き

・
し
)

八
三
〇

日 濱 二 藤 宮 産 土 大原 興 岡

　

　

　

　

　

津
(
近
江
謡

　
　
　
　

　

山
(
近
江
)
η

　
　
　
　

ヨ

野
(
伊
勢
)
焔

　
　
　
　

む

　

(
尾
張
)
⑳

　
　
　
　

フ

川
(
三
河
)
鎗

　
　
　
　

　

.
川
(
三
河
)
U

　
　
　
　

　

松
(
遠
江
)
つ

　
　
　
　

93

坂
(
遠
江
)
2

　
　
　
　

!

　
　
　
　

　

部
(
駿
河
)
2

　
　
　
　

01

津
(
駿
河
茄

　

　

　

　

　

　

(
駿

河

)
幻

　

　

　

　

只
)

　
小

田
原
(
相
模
)
記

　
　
　
　
　
　
　
む

戸

塚
(
相
模
)
跚

　
　
　
　
　
　
　
　

　
品
　
川
(
武
藏

)
環

五
人
組

　
　
　
　
　

　
　

草

津
(
近
江
)
2

　
　
　
　
　

　
83

坂

下
(
伊
勢
)
ね

　
　
　
　
　

　
つり

石
藥
師
(
伊
勢
)

・
2

　
　
　
　
　

　
　

鳴

海
(
尾
張
)
U

　
　
　
　
　

　
　

赤

坂
(
三
河
)
⑳

　
　
　
　
　

　
　

白
須
賀
(
遠

江
)
⑳

　
　
　
　
　

　
フ

見
　

付
(
遠

江
)
鋤

　
　
　
　
　

　
む

金

谷
(
遠

江
)
⑳

　
　
　
　
　

　
　

丸

,
子
(
駿
河
)
⑳

　
　
　
　
　

　
む

由

比
(
駿
河
)
加

　
　
　
　
　

　
　

沼

津
(
駿
河
)
U

　
　
　
　
　

　
む

大

磯
(
相
模
)
輪

　
　
　
　
　

　
む

程
が
谷
(
武
蔵
)
⑳

　
　
　
　
　
　
つむ

石

部
(
近
江
)
%

　
　
　
　
　
　
ヨ

關

　

　
(
伊
勢
)

・
2

　
　
　
　
　
　
61

四
日
市
(
伊
勢
)
鷲

　
　
　
　
　
　
ヨ

池
鯉
鮒
(
三
河
)
ね

御 亭 三 浦 靜 島 袋 新 御

払 躯 霤翼果蝦 典
:武 相 伊 駿)駿 駿 遠 遠 三
蔵 模 豆 河 浦 河 江 江 河
)　 、)ノ　)　 )　　 )覧)　 )　 )　 )

　 2.6　 1.181.001.181.001.181.101.06

藤 掛 舞 吉 岡 桑 龜 水川 藤 箱 吉 江

　

　

　

　

　

只

近
江
)
認

　
　
　
　
　

山
(
伊
勢
)
n

　
　
　
　
　

名
(
伊
勢
)
錨

　
　
　
　
　

崎
(
三
河
)
錨

　
　
　
　
ハノ

田
(
三
河
)
2

　
　
　
　
02

坂
(
遠
江
茄

　
　
　
　
　

川
(
遠

江
)
d

　
　
　
　
む

枝
(
駿
河
)
⑳

　
　
　
　
ヨ

尻
(
駿
河
)
詑

　
　
　
　
　

原
(
駿
河
)
2

　
　
　
　
02

根
(
柏
槙
)
3

　
　
　
　
83

澤
(
相
模
謡

　
　
　
　
　

崎
(
武
藏
)
ね

　
　
　
(
女
殺

・
八
花
が
た
)

五
戸
を

一
組
と
し
た
隣

保
的
團
結

で
あ
る
。

五
人
組

の
名
稱

は
天
文
頃
既

に
見
え

　
　
　
　
　
　

す
　り

て
み
る
。
盗
賊
・
掏
摸
・
辻
斬
な
ど
が
頻

に
あ

っ
た
の
で
、
治
安
維
持

の
方
法
と
し

て
五
人
組
合
團
結

の
制
を
定
め
、
組
合
相
警

め
て
罪
悪
を
犯

さ
ぬ
や
う

に
し
、
若

し
罪
悪

を
敢

て
す
る
者

が
あ

っ
た
な
ら
ば
、
其

の
組
合
か
ら
告
發
.さ
せ
た
も

の
で

あ
る
。

か
く

て
五
人
組

は
徳
川
時
代
治
安

維
持

の
…機
關
と
し
て
完
備

し
た
發
逹

を

}
　
し
た
。
そ
し

て
切
支
丹

の
禁

止
や
浪
人
取
締

上
に
重
き
を
置

い
て
み
た
。

さ
ん
ど
が
さ
　
(
冥
途
)

　
ワ
ニ
度
笠
〕
深
菅
笠
で
あ

る
。
三
度
飛
脚

が
被

っ
た
笠
な
る
に
よ
っ
て
こ
の
名
稱
が

あ

る
。
「
我

衣

し
に
、「
貞

享

の
頃

よ

り

三
度

笠

と

　

　

　
「近
世

風
俗
志
し
所
載

て
、
飛
脚
馬

上
に
て
眠
り
落

馬
し
て
も
鼻
を
打

獄囎
灘
鐙

鬣
難
鋏
謹
聴

「,近
世
風
俗
士心
し
(
原
名
「
守
貞
漫
稿
」
)
笠

の
部

に

「
三
度
笠
。

大
深

と
も
云
、
菅
笠

の

】
種

な
り
、

三
度
飛
脚
用
レ
之

故

に
名
と
す
、
深
く

す

る

こ

と

は
、
誤

っ
て
落

馬
す

る
こ
と
あ
る
時
面
部

を
漉

せ
ざ

る
備
歟
。

又
は
四
時
風
を
防
ぐ
を
要
す
歟
、
此
笠
貞

享
中
始

め
て
製
レ
之
、
文

化

以
前
は
旅
商
人
專

ら
現

職
擁
醐
鰲
黥
鞭
噌
鑞
潮
騒

　
　
　

爆

`

　

「魂
膽
色
遊
懷
易
し所
載

　

　

　

　

　

　

　

　

》

哲
　

　
試

　
　
　
　蟄

」

鶴脚 飛

　
　
こ
こ
の
文

は
三
度
笠

に
三
度
飛
脚
を
き
か
せ
た

の
で
あ
る
。

三
度
飛
脚

は
元
和

元

　

年
よ
り
、

大
阪
城

の
定
.番

の
諸
侍
等

が
東
海
道
各
驛

の
驛
長
等

と
相
談
し
て
、
其

　

家
隷

を
飛

脚
と
し
て
毎
月

三
度
日
數

八
日
を
限

っ
て
東
海
道
を
往
復

せ
し
め
た

に

　

起

つ
た
。
後

に
は
大
阪
飛
脚

は
其
出
發

を
量毎
月

二
日

。
十

二
日

。
二
十
二
日
と
定

}

め
た
◎

…
四
三
五
六
瓧
大
明
神

　
(
女
殺
)

　

四

三
五
六
就
は
雙

六

の
条

目
の
數
を
利

か
せ
て
、

四
三
の
秕
、
五
所
明
神
、
六
祗



を

い
ひ
か
け
た
も

の
か
・

四

三
謠

は
・蔀

名
齧

會

」
卷

一
に
「
變

鷺

は
京

…

　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　

さ
い
の
か
み
…

　
極

の
西
今
出
川

の
北

に
あ
り
、
祭

る
所
猿

田
彦
命

に
し
て
道
祗
祕
な
り
、
今
幸
紳

…

臺

、
蠶

は
毒

髢

」臺

、
こ
の
霾

俗
暴

論

)
一

か
、
}

　

こ
の
杜
今

は
鞍
馬

口
通
リ
寺
町
東
入

ル
所

に
あ
る
。
.五
所
明
神
は
罎
、拾
遺
」
卷

　一二

　

に

「
嵯
峨
大
澤
池

の
西

に
あ
り
、
祭
神

は
神
明
・
八
幡
。
加
茂
・
春
日
・住
吉

の
五
肚

　

也
」

と
あ

る
。

六
肚
は
同

「
拾
潼
」
卷

三
に
「
六
請
明
神
肚

u
金
閣
寺

の
南
衣
笠

丘

　

の
艮
林

の
中

に
あ

り
、
祭
憩
未
考
、
土
人
産
沙
祕

と
す
、
例
祭

は
九
月
廿
七
H
」

　

と
あ
る
。
即
ち
亭
野
祗

の
境

内

に
あ

っ
て
、
祭
神

は
伊
勢
。
石
清
水
。
加
茂
・松
尾

。

　
稲
荷

㊤
春

日
の
六
座

で
、
現
今

は
上
京
區
等
持

院
北

町
萬
年
山
眞
如
寺
前

に
あ
る

　

も

の
そ
れ

で
あ
ら
う
。

し
っ
と
ん
と
ん
く

し
と
と
ん
く

　
(女
殺
)

　

「
松

の
落

葉

」
(
元

祿

+

七
年

刊

)
卷

四

、

し

と

と

ん
踊

の
唄

に
、
「
…

…

須

磨

や

明

石

　

の
月

を

見

し
ょ

、

し

っ
と

ん

と

ん

、

し

っ
と

ん

と

ん

し

っ
と

ん

し
と

と

ん

と

ん

と

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ろ
　
　
　お
と

　

ん

と

ん

と

ん
、

と

う

か

ら

か

ら
艪

の
吾

が

し

た

…

…
」
。

　

　

　
た

を
さ

し

で

の
田

長

　

(
宵
庚

申

・
二

つ
腹
帶

)

　

時
鳥

〔
ほ

と

と
ぎ

す
〕
を

い

ふ
。

時

鳥

の
盛

ん

に
鳴

く

は
梅

雨

頃

で
、

農

時

の
忙

し

　

炉
時

で

あ

る
。
そ
れ

で
時

鳥

の
聲

を

し

つ

の
田
長

(
賤

の
農

夫

の
意

)
と
聞

き

な

し

、

　

韓

じ

て
「
し

で

の

田
長

」
と

い
ふ

の
で

あ

ら

う
。

其

の
「
し

で
」
を

死

出

に
取

っ
て
、

　

死

出

の
山

に
時

鳥

が

み

る

と
あ

る
「
十

王

經

」
の
詭

に
よ

っ
て
、

冥

途

の
鳥

と

し

た

　

の
で
あ

る
。

「
+

王
經

」
に
「
閻
魔

法

王

遣

二
閻
魔

卒

輔

-
…

・樹

有
二
荊

棘

画

宛

如

こ鋒

　

刄

↓

二
鳥

栖

掌

、
　
一
名

二
無

常

鳥

輔

二
名

二抜

目
鳥

噛
我

於
二
汝

舊

里
↓
化
成

二
睡
孵
嬲

碗

　

示
二
佐

語

噺鳴

二
別

都

頓

宜

壽

こ
。
陥踊
鶲

鳥

は
「
正
篇

し
に

「
今

之

郭

公
」
と

あ

る
。

近

　

松

作
「
當
流

小

栗

判

官

」
に

「
げ

に

時
鳥

は
冥

途

の
鳥

、

死
出

の

田
長

を
鳴

く

と

か

　

や

」。

し
の
び
を
か

忽

の
岡

(
女
殺
)

　

河
内
國

北
河
内
郡

四
條
畷
村
岡
山
を

い
ふ
。
「
河
内
國
名
所
鑑
」
(
延
寶

七
年
刊
)
卷

　

五
に
、
「
岡
山
B
忍
び

の
岡
と
古

歌

に
よ
み
し
は
此
所

の
事

也
と
申
傳

へ
侍
る
、

　

慶
長
十
九
甲
黄
牛
依
二
大
坂
御
陣

一
五
月

五
日
秀
忠
公
此
出
御

本
陣
、

此
山

に
壽
命

　

長
久

の
松

の
大
木
あ

り
、

…

-
、
勅

後
撰
、
法
印
覺
寛
、
待

人

に
な
ど
か
た
ら
は

　

で
郭
公

ひ
と
り
し

の
び

の
岡

に
鳴
ら
ん
。
夫

木
、
登
蓮
法
師
、
見
し
人
を
忍
び

の

　

.岡

の
花
す
す
き
な
び
く
は
招
く
心
地

こ
そ
す
れ
し
。

し
ゃ
く
ぎ
いり
や
う
ぜ
ん

昔

在
靈

山
名
法
華

…
…
三
世

の
利
益
三
年
纃
き

(
女
殺
)

　

「
昔
在

二
靈
山
一
名
工
法
華
↓
今
在
二
西
方

一名
二
阿
彌

陀
↓
娑
婆
示
現
觀
世
音
、

三
世
利

　

釜
伺

一
體
」
と
あ
る
四
句

の
偈
文

で
あ

っ
て
、
南
岳
大
師

の
念
佛
往

生
安

心
の
偈

　

文
と
し
て
天
台
宗
僧

侶
問

に
傳

へ
ら
れ
て
る
る
。
「
三
世

の
利
益
」
か
ら
そ

の
頭
韻

　

語
「
三
年

噌に

い
ひ
つ
づ
け
た
。

寂
滅
爲
樂
　
(
曾

根
崎
)
　
　
　

　
　
　
　

　

。

　

謡
曲

「
三
井
寺
」
に
も
、
「
ま
つ
初
夜

の
鐘
を
撞
く
時

は
諸
行
無
常
と
響
く
な
り
、

　

後
夜

の
鐘
を
撞
く
時
は
是

生
滅

法
と
響
く
な
り
、
晨
朝

の
響

は
生
滅
滅

巳
、
入
相

　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
画

　

は
寂
滅
爲
樂
と
響
き
て
」
と
あ
る
。
諸
行
無
常

、
是

生
滅
法
、
生
滅

滅
巳
、
寂
滅

　

爲
樂

は
、
涅
槃

經

に
見
え
る
四
句
偈

で
、
佛
教

の
大
道
を
簡
邇

せ

る

も

の

で
あ

　

る
。
梵
鐘

の
響

に
こ
の
意

が
あ
る
と

い
ふ
。

コ
し
ゅ
し

朱

四
　
(
八
花
が
た
)

　

[、
卆
治
物
語
」
叡
山
物
語

の
條

に
、
「、唐

の
玄
宗
皇
帝

と
楊
貴
妃

と
雙

六
を
遊
ば
し
け

O

追

考

(
し
)

《

一二



轟

追

考

(
し
)

八
三
二

　
る

に
・
蠶
♂
一
の
目
が
御

用
に
て
・
股
が
患

ふ
如
く

に
出

で
た

ら
ば
、

五
位

に
な
す

べ
し
と

て
淫

し
け
れ
ば
・
撃

ア

き
・
楊
貴

袈

蠡
、睥

冒

を
乞
う
て
、
我

　

　

　

　

　

　

　
お
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

磐
ゆ
う

　

が

心

の
如

く

に
下

り

た

ら

ば

、
倶

に

五
位

に

な
す

べ

し

と
て

打

ち

給

ふ

に

、

重

四

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

ぎ

げ
ん

　

出

で
た

り
き

、

依

っ
て

天

子

に
戲

言

な

し
、

同
じ

く

五
位

に
な

さ
ん

と

て
成

さ

れ

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

し
ゃ
く
え
　
　
　
　
　
　
　
　ぢ
ぬ
う

ぢ
ゆ
う

　

　

　

　

　

　

　
し
るし

　

け

る

に
何

を

か

驗

に
す

べ
き

と

云

ふ

に
、

五
位

は
赤

衣

を

著

れ

ば

と

て

、

重

三
重

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

し
ゅ
　
　し
ゅ

　

　

　

　

　

し
ゅ

　

四

の
目

に
朱

を

差

さ

れ

て

よ

り

以
来

、
朱

三
朱

四
と

呼

ぶ
と

こ
そ

見

え

て
候

へ
し

　

と
あ

る
。
「
傾

城

八

花

が

た

」
の

こ

こ

の
丈

は
、

玄

宗

皇

帝

を
虞

氏

君

に
代

へ
て
應

　

用

し

た

の
で

あ

る
。

も
ゆ
ふ
く
か
く

聚
臈
閣
慈
眼
覗
衆
生
念
彼
觀

替
身
得
度
者
　
(
女
殺
)

　
「
聚
輻
閣
慈

眼
親
衆
生
」
は
普

門
品

の
文
句
「
慈

眼
視
衆

生
爾
聚
海
無
量
」
に
、
慈

眼

　
寺
(
野
崎
觀
音
)
と
そ

の
觀
膏
堂

の
膈
聚
閣

を

い
ひ
か
け
た

の
で
あ

る
。
普

門
品

の

　

こ
の
文
句

は
、
觀
世
昔

は
慈
悲

の
眼
を
以
て
普

く

一
切

の
衆
生
を
覦
、
臈
を
聚
集

　

す
る

こ
と
恰
も
海

の
水
を

容
れ

て
無

量

な
る
が
如

く
で
あ

る
と
の
意
。
「
念
彼
觀

　

普
」

は
念
彼
觀
音
力

の
略

で
、彼

の
觀
世
替

の
佛
力

を
心
念
す
れ
ば

の
意

。
「
身
得

　
度
着
し

は
、
觀
世
昔

は
三
十

三
身

に
化
現
し
以
て
衆

生
を
済
度

し
、

生
死

の
海
を

　
渡

っ
て
涅
槃

の
彼
岸

に
到
ら
し

め
る
と

の
意

で
あ

っ
て
、
何
れ
も
普

門
品

の
文
句

　

で
あ
る
。

し
ろ
ざ

四
郎
三
　
(
女
殺
)

　

櫻
山
四
郎

三
郎
を

い
ふ
。
大
阪

の
名
優
で
立
役

を
勤

め
、
憂

ひ
事

に
長
じ
て
み
た
。

　
「
役
者
金
化
粧
」
(
享

保
四
年
刊
)
難
波

の
卷

・
立
役
之
部

に

「
上
上
白
吉
、
櫻
山
四

　

郎

三
郎
」
と
あ

っ
て
、
其

の
藝
評

に
「
い
さ
み

の
あ
る
藝

の
し
こ
な
し
、
あ

っ
ば

れ

　

お
上
手

さ
ん
ぢ

や
ぞ
云

々
し

と
見
え
て
み
る
。

ヒ
ん
ざ

ゑ

も
ん

甚

左

衞
門

　
(
女

殺

)

　

大

和

山
甚

左

衞
門

を

い
ふ
。

延

寶

五
年

大
和

の
農

家

に
生

れ

、

+

一
歳

で
俳

優

玉

　

村

吉
彌

の
弟

子

と

な

り
、

寶

永

三
年

十

一
月

京

都

早

雲

座

へ
上

っ
て
大

和

由

基

左

　

　

　

　

　

　

や
つ
し
が
た

　

衞

門

と

稱

し
、
僧

形

。
濡

れ
事

に
長

じ

て

み

た
名

優

で
あ

る
。
「
役

者

金

化
粧

し
(
享

　

保

四

年

刊
)

京
都

の
卷

、

立

役

之

部

の
巻

頭

に
、

位

附

上

上
吉

と

し

て
其

の
藝

評

　

を

載

せ
て

あ

る
。

享

保

六

年

七
月

歿

す

、
年

四

十

五
。

し

ん

ぢ

ゅ

う

　

(曾

根

崎

・
五
+

年

忌

・博

多

・
天

の
網

嶋

。
八
花

が

た
・
八
百

屋

・
一一
つ

腹

帯

)

　

「
し

ん
ぢ

ゅ

う

」(
心

中
)
の
「
ん
」
が
鼻

聾

な

る

が
故

に
、

そ

の
下

の

「
ち
」

が
濁

音

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

な
か

　

「
ぢ

」
と

な

っ
た

も

の
で
、

「
心
之

中

」
の
義

で
あ

る
。

轉

じ

て
、①
マ心

に
思

ふ

こ
と

、

　

ヒ眞
實

の
心

の
意

に

い
ふ
。

②

心
ば

せ
よ

く

て
義

理
を

守

り
、

意
気

方

よ

き

こ
と

を

　

い
ふ

。
紛

性

愛

に
關

す

る
眞

實

の
心

を

い

ひ
、

こ
れ
を

且
ハ體

的

に
現

は
す

爲

に
、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

い
れ
ロず
み
　
　むや
き
きヒず

　

指

を

切

り

、
或

は

生
爪

を
放

し
、

或

は

腕

に
疵

を
附

け

、

或

は

入
墨

、

燒

痂

、

髪

　

　

　

　

　

き
し
ゃ
う
も
ん

　

を

切

り

、
起

請
文

を
取

か

は

し
な

ど

す

る
。

「
色

道

大

鏡

」
(
延
寶

年

中
成

)
態

藝

門

　

に
、「
心

中

11

心

の
よ

し

あ

し

を
云

沙

汰

に
あ

ら
ず

、

し

る

し
を

し

て
志

を

あ

ら

は

　

す

謂

れ

な

り
し
と

あ

る

も
、

こ
れ

を

い
う

た

の
で
あ

る
。

④
「
曾

根
崎

心
中

し
に
「
初

　

が

心

中

取
沙

汰

の
、

明

日

は
在

所

へ
聞

え

な
ば

、

如

何

ば

か

り

か

は
歎

き

を

か

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

か
ね

　

け

ん

」

と

見

え
、

ま

た

「
長

町

女

腹

切
」
に
「
世

間

多

い
心

中

も

、
銀

と
不

孝

に
名

　

を

流

し
、

戀

で
死

ぬ

る

は

一
入

も

な

い
」

な
ど

と
あ

る

心
中

は

、
相

野

死

尠

ち

情

　

死

の
意

で

あ

る
。

蓋

し

心
中

を
情

死

の
意

に
用

ひ

る

に
至

っ
た

の
は
、

貞

享

前
後

　

か

ら

で
あ

ら

う
。

　

貞

享

・
元

祿

時

代

は

、
世

人

一
般

に
武

士
道

の
影

響

を

受

け

て

、
恥

を

知

る
を

根



　

　

　

　

　

　

　

　

　

ぬ
れ
を
ぬ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

い
ひ
わ
げ

　

本

道

徳

と

し
、
た

と

ひ
濡
衣

を

著

せ

ら

れ

て

も
、
之

を

深

く

恥

辱

と

し

、

言
譯

を

し

　

て
免

か

れ

よ

う

と

す

る

は
、

さ

も

し

い
心

と

あ

き

ら

め

、
寧

ろ
名

を

汚

さ

ぬ
僞

に

　

死

を
潔

し
と

す

る
気

風

が

あ

っ
た

。

故

に
現

代

人

か

ら

見

れ

ば

、

死

な

ず

と

も

よ

　

　

　

　

ひ

ごふ
　
　
　
　
　
と

　

い
者

が
非

業

の
死

を

遂

げ

る
、

其

の
理

由

が

解

し
難

い
。
「
曾

根

崎

心

中

」
に
、
徳

　

兵
衞

が
死

を
決

す

る
事

を
記

し

て

あ

る
、

其

の
理

由

が

、

吾

人

に

は
甚

だ

薄

弱

に

　

思

は
れ

る

の
も

、

道

徳

に
謝

す

る
考

が

今

と

昔

と

は
違

ふ
か

ら

で

あ

ら

う

。

昔

の

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

い
の
ち

　

人

が
恥

を
知

っ

て
、

其

の
僞

に
命

を

惜

ま

な

か

っ
た

事

は
、

西

鶴

作

の

「
武

道
傳

　

來

記
」

「
武

家

義

理
物

語

」

な
ど

を

見

て

も
能

く

知

れ

る
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

か
い
ら
う
ど
う
げ
つ
　
　
ち
を
り

　

諺

に
「
夫

婦

は

一
心

同
體

」
と

い
ひ
、

「
偕

老

同
穴

の
契

」
と

い
ふ
。

婚

儀

も

葬

禮

の

　

儀

式

に
據

つ
た

も

の
で

あ

る
。

ま

た
夫

が
死

ね
ば

妻

は
黒

髪

を

切

っ
て
、

夫

の
棺

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

さ
さ

　

に
納

め
る

風

習

も

あ

る
。

婦

の
守

る
道

は
夫

に
身

を
捧

げ

て
、

一
生
苦

樂

を

共

に

　

す

べ

き

も

の
と
信

ぜ

ら
れ

、

且
教

訓

さ
れ

た
も

の

で

あ

る
。

其

の
婦

が
夫

に
死

な

　

　

　

　

　

　

い
き
が
　
ひ
　
　
　
　
　
　
　い
ち
れ
んた
く
し
や
う
　
ご
ん
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ヒ
ゆ
ん
し

　

れ

て

は
最

早

生

甲
斐

な

く
、
　
一
蓮

托

生

を
欣

求

し

て
情

死

す

る
。

情

死

は
殉

死

な

　

ど

と

は
大

い

に
違

へ
ど

も
、

場

合

に
よ

っ

て

は
其

の
精

神

に
於

て
頗

る
似

通

ふ
所

　

が

あ

る
。

　

　

　

　

　

　

　

け
い
ろ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

る
ヒ
ゆ
つ

　

近

松

は
情

死

の
径

路

を
縷

述

す

る

に
も
、

我

が
国

民
道

徳

の
上

に

立

っ
て
不

易

の

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

し
ふ
ぢ
や
く

　

人

情

を

強

調

し
、
恩

義

の
爲

に
は

生
命

に
謝

す

る
執

著

を
超

越

し

た
態

度

と

し

て
、

　

　

　

　

　

　

を
し

　

同

情

の
筆

を
吝

ま

ず

、

か

く

し

て
愛

の
藝

術

を
創

作

し

た

の
で

あ

る
。
　

(
贓
膳

華
飾

攜
觀
勤

疆
難

挙
祕
縱
就
)。

す
み
ち
や
う
こ
う
げ
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
さ
げ

翠
帳
紅
閨
に
:
…
・あ
だ
し
情
の
世

を
頼
み
　
(
冥
途
)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
す
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゆ
か

　

謡
曲
「
班
女
」
に
「
翠
帳
紅
閨

に
枕

竝
ぶ
る
床

の
上
、
馴
れ

し
衾

の
夜
す

が
ら
も
、
同

　

穴

の
あ
と
夢
も
な

し
」。
「
松

の
落
葉
」
卷
二
、
稲
荷
塚

四
ッ
門

に
「
翠
帳
紅
閨

に
枕

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ね
　
な
き

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

あ
と

　

竝

ぶ

る
床

の
内

、

馴

れ

し
寢

卷

の
夜

す

が

ら

も

、

四

つ
門

の
跡

夢

も

な

し
、

さ

る

　
　

　

　

　

　

づ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
き
　
　か
な
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　こと
ば
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゑコら

　

に

て
も

我

が

夫

の
、
秋

よ

り

先

に
必
ず

と
、

あ

だ

し

言
葉

の
人

心
、

そ
な

た

の
空

　

よ

と
云

々
」
。

す

げ

典

侍

(
暦

)

　

内

侍

司

の
女

官

に
街

侍

。
典

侍

・
掌

侍

。
女

嬬

と

あ

っ

て
、
典

侍

は
佝

侍

の
次

に
あ

る

　

か

ら

「
す

け
し
と

い
ふ
。

典

侍

は
多

く

父

の
官

名

叉

は
父

の
姓

を

附

し

て
、

「
大

納

　
　

　

す

げ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　す

げ

　

言

の
典

侍

」
叉

は
「
少

納

言

の
典

侍

」
な

ど

と

い
う

た

も

の

で
あ

る
。

せ
い
け
ん
じ

清
見
寺
　
(
丹
波

・
會
稽
山

・
暦
)

　

亘
鰲

山
と
號
し
、
駿
河
國
庵
原
郡
興
津
町

に
あ
る
。
海

を
擁

し
山

に
倚

9
、
近
く

　

三
保

の
松

原
と
相
謝

し
て
風
景
佳
ぐ
、
古
来
海
道

の
名
刹

と
し
て
知
ら
れ
て
み
る
。

　
清

見
寺

の
門
前

の
向

ひ
の
家

々
膏
薬
を
賣

る
店
多
く
、
所
謂
清
見
寺
膏
薬

の
名
高

　

か

っ
た
。
「
国

花
萬
葉

記
」
卷

八
、
駿
河
國

中
名
物
出
所
之
部

に

「
清
見
寺
か
う
や

　

く
」
。
井

上
通
女
撰
「
歸
家

日
記
」
(
正
徳

六
年
刊
)
上
卷

に
「
清

見
寺

の
門
前
よ
り
…

　

…
向

ひ
の
家

々
膏
薬
賣

る
所
多

し
」
。
近
松

の
こ
の
文

は
、
清

見

寺

は
月

の
名
所

　

で
あ
り
、
叉
清

見
寺
膏
薬

と

い
ふ
名
物

が
あ
る
の
で
、
松
原
(
三
保
松
原
)
晴
る
る

　

に
煙

る
る
(
道
中
・の
疲

れ
.
に
足
が
睡
る
る
)
を

い
ひ
か
け
て
、
」膏
薬
山貝
う

て
と

い
ひ
、

　

そ

の
縁
で
吸

ひ
出
せ
と

い
ひ
、
月

の
名
所

を
も
き
か

せ
た

の
で
あ
る
。

せ
と
　
　
　そ
め
いひ

瀬

戸
の
染
飯

　
(
丹
波
)

　

瀬
戸
は
駿
河
國
志

太
郡
青
島
町

に
あ
り
て
、
島
田
町
と
藤
枝

町
と
の
聞

に
あ
る
小

　

邑
で
あ
る
。
染
飯

は
こ

の
地

の
名
物

で
あ
る
。「
東
海

道
名
所
記
」
に
、
「
瀬
戸

の
染

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
は
め
し
　
　く
ち
な
し

　

飯

は
此
所

の
名
物
な
り
、
そ

の
形
小
判

ほ
ど

に
し
て
強
飯

に
山
梔
子

を

ぬ

り

た

　

り
、
う
す
き
も

の
な
り
」
。
「
東
海
道
名
所
圖
會
」
四

に
、
「
瀬
戸

H
島

田
よ
り

一
里

追

考

(
す

・
せ
)

八

三
三

丶



考

(
せ

。
そ

・
た
)

八
三
四

　
許
先
(
東
)
に
あ
り
、
…
…
、

　
名
物
染
飯
瀬
戸
村

の
茶
店

に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
ち
な
し

　
賚

る
な

り
、
強
飯
を
山
梔
子

　

に
て
染
め

て
そ
れ
を
摺

り

つ

　
ぶ
し
、
小
判
形

に
薄
く
干
乾

　
し
て
賚

る
な
り
」
。

せ
り

ふ
　
(
八
花
が
た
)

表

面

裏

面

籌
▼▼

▼▼
忽

f
多
彩
宝

篷

薇

鈎

あ
み
噸

の飯染の戸瀬音
最多印たし捺に袋

　

「
せ
り

い
ふ
」
(
競

言
)
の
約

で
あ
ら
う
。
理
窟
を

い
ふ
こ
と
。
談
判
。
「
浪
花
方

言
」

　

に
「
せ
り
ふ
す
る
ロ

一
理
窟

い
ふ
こ
と
」
。
歌
舞
伎
役
者
が
舞
臺
で
互

に
述

べ
合

ふ

　

詞

を
「
せ
り
ふ
」
と

い
ふ
。
臺
詞
と
書
く

は
舞
臺
詞

の
略
で
あ
る
。
「
せ
り
ふ
」
の
稱

　

は
、
南
都
論
議

の
せ
り
ふ
よ
り
起
り
、
狂
言

や
芝
居
な
ど

に
も
言
は
れ

る
語

と
な

　

つ
た

の
で
あ
る
。

そ
そ
る

(
女
殺
)

　

心

い
さ
ま
し
う
進
む
意
。
う
か
れ
騒
ぐ
。
集
林

子
作

「
吉

野
忠
信
」
に
、
「
見

る
も

　

障

る
も

や
れ

お
出

で
と

の
の
め
き
て
、
そ
そ
り

に
揚

屋
に
入
り
ぬ
れ
ば
」
。
同
「
天

　

鼓
」
に
、
「
逃

し
は
や
ら
じ
と
す
が
り
止
め
、
女

子
そ
そ
ら
す
悪
性
鳥
、

さ
あ
ま

一

　

聲
鳴

い
て
聞
か

し
や
」。

同
「
傾

城
島
原
蛙

合
戰
」
に
、
「
御
紳
樂

が
始
ま

っ
た
、
さ

　

あ

御

急

ぎ

と

そ

そ

れ

ば

姫

君

、

あ

エ
待

ち

や
く

」
。

「
倭

訓

栞

」
に
、
「
そ

そ

る

H

　

俗

に

い
さ

ま

し

く

進

む
意

に

い

ヘ
リ
、

源

氏

に

そ

そ

か

し

と

も

そ
そ

め

く

と

も

い

　

ふ
詞

是

な

り

」。

た
い
ふ
太
T夫

(
冥
途

。
暦

。
八
花

が
た

・
二

つ
腹
帯
)

　
松

と
も

い
ひ
、
最

上
位

の
.遊
女

で
あ
る
。
才
色
す
ぐ
れ
諸
藝

を
習
得

し
て
、
何
不

　

足
な
き
程

の
者

が
こ
の
位

に
な

る
の
で
、
極

め
て
威
勢

の
あ

っ
た
も
の
で
あ

る
。

　

異

本
「
洞
房
語
園
」
上
。
京
都
遊
女

の
名
目
の
條

に
、
「
太
夫

11
こ
れ

は
藝

の
上
の
名

　

な
り
、
慶
長
年
中
ま

で
遊
女
ど
も
亂
舞

を
習

ひ
、

一
年

に
一
=
二
度
づ

エ
四
條
河
原

　

に
芝
居
を
構

へ
、
能
太
夫

・
舞
太
夫
皆
傾
城
ど
も
勤

め
し
な
り
、
尤
大
人
歴

々
の

　

御
方
御
見
物
あ
り
、
種

々
の
餘
情
華
麗

な
る
事
ど
も
多
か
り
し
と
な
り
、
さ
る

に

　

よ

っ
て
今

日
の
太
夫

は
誰
が
家

の
何

と

い
ふ
太
夫
が
勤
む
る
な
ど

い
ひ
し
ょ
り
、

　

自
ら

よ
き
遊
女
ど
も

の
總
名
と
な
り
け

る
よ
し
」
と
見
え
て
み
る
。

だ
っ
た
ん

韃

靼

(
國
性
)

　

明

の
北

に
あ
る
大
國
(
大
體
今

の
蒙
古

の
地
)
で
、
元
の
滅
び
た
時
そ

の
宗
族
浜
北

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ク
ク
コ
ル
　

　
　

　
　

　

ペ
ンヤ
シ
リ
　

　
　

　
ウ
エ
ラ

　

に
走

り
、
元

の
國

號
を
去

っ
て
韃
靼
と
稱
し
た
。
可
汗
本
雛
尖
里

は
明

及
び
瓦
刺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な　
ヤ
ン

　

に
攻
め
ら
れ

て
衰

へ
た
が
、
逹
延
汗
が
立

つ
に
及

ん
で
、
國
力
強

く
な

っ
て
明
を

　

苦

し
め
た
。
清

興
る
や
、
其

の
諸
邦
皆

降
附

し
た
。
昔
靺

鞨
と
稱

し
た
も

の
は
、

　
清

の
興
起

し
た
満
洲

の
祗
先
と
同
、人
種

で
あ
る
か
ら
、
江
戸
時
代
に
は
韃
靼
も
靺

　
鞨

も
滿

洲
も
同
じ
も
の
に
云
は
れ
た
。

た
ん

(
博
多
)

　

濁

っ
て
「
だ
ん
」
と
も

い
ふ
。
「
反
し
叉
は
「
段
」
と
書
く
。
「
今
昔
物
語
」
に
載

っ
て
ゐ

　

る
話

を
「
宇
治
拾
遺
物
語
」
に
記
し
て
、
「
今
昔
物
語
」
に
「
丈
」
と
あ
る
を
「
宇
濡
拾

　
遺
物
語
」
に

「
段
」
と
、
其

の
時
代
語
に
書

き
換

へ
て
あ
る
に
據
れ
ば
、
「
段
」
は
印

　

ち
「
丈
」
で
、
「
一
段
」
は

「
一
丈
」
の
長

さ
で
あ
る
。
(
段
の
長

さ
に
就

て
は
古
来
諸

　
説
あ
れ
ど
も
、

い
つ
れ
も
臆
説

に
過
ぎ

ぬ
)
。
欒
林

子
は

「
最
明
寺
殿

百
人

上
臈
」

　

に
、「
ざ
ん
ぶ
と
打

入
り
牛
町
ば

か
り
先

に
進
ん
で
泳
が

せ
け
る
」
と
書

い
て
み

る
。

　

こ
れ

は
「
源
卆
盛
衰
記
」
卷

三
+

五
、
高
綱

宇
治
河
を
渡
る
條

に
、
「
高
綱

さ
つ
と
打



　
渡

し
て
二
段
ば
か
り
先
立

つ
た
り
」
と
あ
る
飜
案

で
あ

る
。

さ
れ
ば
集
林
子

は
「
二

　
段
ば

か
り
」
は
「
牛
町
ば
か
り
」
と
心
得

た
も
の
で
、
即
ち

一
段
は
十
五
問
程

の
距

　
離

と
見
た
の
で
あ

る
。

ち

し
　
ご

知
死
期
　
(
曾
根
崎

・
宵
庚
申

・
二
つ
腹
帶
)

「
節

用
集
」
(結
寫
)
に
知
死
期

は

上旬{籍
+繼

懲

⊥
蘊
+懲

爨

下纛

+聯

繋

　

と

あ
,る
。

「
心
中

宵

庚

申

」
の

こ

こ

の
丈

に
就

い
て

い

へ
ば

、

情

死

を

決

心

し

た

の

は
四
月
五
暴

虎
串
の
日
で
あ
る
か
ら
、
其
の
知
死
期
は
譱

パ
鵬

午
、
義

勧

　

邸
時
、
八
齦
ご
囀
脇
午
、
八
撚
か
繭
晦
午
の
何
れ
か

の
時
刻
に
當
る
。

そ
し

て
お
千
世

。

孕
兵
衞
が
家

出

の
時
は
、
暮

六

つ
頃
雛

六
で
あ

る
か
ら
、
次

の
知
死
期

は
五
(鹹
、

鉾

難
)
に
當

る
。
「
心
中
宵
庚

申
」
の
こ
こ
の
文

に
.
鳴

る
は
六

つ
章

初
夜
か
L
と

　

あ

る
か
ら
、
初
夜

(黻
の
)
に
な

っ
て
み
る
と
す
れ
ば
、
其

の
次

の
知
死
期

は
翌

H

の

七
(
寅
、
.帥
ち
午

前
四
時
頃

)
で
あ

る
。

こ

の
斃

は

育

の
夜

明

け

の
時

で

あ

る
。

ち

や
う
ど
　
(
曾
根
崎

。
宵
庚

申
)

　

ち
ゃ
ん
と
。
か

ち
つ
と
。
「
ち
や
う
」

は
丁
の
字

を
嘗
て
る
。
「
夲
家

女
護
島
」

に
.

　

「
檜
扇

も
折

る
る
ば
か

り
に
、
丁

々
ち
や
う
ど
打

て
ば
小
躍
し
」
、
「
假

名
手
本
志

　

臣
藏

」
第

三
に
「
切
込
む
切
先
を
刀

の
鞘
に
て
丁
ど
受
け
」
と
あ

る
は
、
「
曾

根
崎

心

　

中
」

の
こ
こ

の
丈

に
あ
る
「
ち
や
う
ど
」
と
同
じ
く
、
か
ち

つ
と
打

つ
音
を
形

容
し

・

　

た
副
詞

で
あ
る
。

叉
「
鎌

田
兵
衞
名
所
盃
」
名
所
屏
風

の
四
季

の
條

に

「
鎌

田
も
こ

　

す
く

ち

や
う
ど
受

け
、

つ
い
と
干
し
」
と
あ
る
は
、
「
假

名
手
本
忠

臣
藏
」
第
七

。

に
「
ち

や
う

ど

受

け

を

れ

、
肴

を

す

る
わ

」
と
あ

る
「
ち

や
う

ど

」
と

同

じ

く
、

杯

に

　

酒

を

た

っ

ぷ

り
、
即

ち
溢

れ

る
程

盛

る

の
を

受

け

る
事

を
形

容
し

た

副
詞

で

あ

る
。

つ
き
や

す
み　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ　
ぶ
っ
しん

月

野

水

に

沈

む

…

…

古

僻

心

　
(
八
花

が

た
)

　

「
江

湖

風

月
集

」
卷

下

、

松

坡

の
橘
州

塔

の
詩

に
、
「
月

沈
二
野

水

一光

明

藏

、

蘭

吐
ニ

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　
ネ
ンゴ
リ
ニ

　

春

山

一
首
佛

心

、
不

レ
用

低

頭

苦

尋
寛

、

骨

頭
節

々
是

黄

金
」
。

註

に
「
光

明

藏

者
橘

　

州

所

レ
作

、未

レ
畢
レ
功

而

死

、

其

後

天

目

和

術
續

而
成

レ
之

」
と

あ

り
、

ま

た
「
蘭

吐
二

　

春

山

一考

、

橘
州

汪

化
之

後

、

理

工
骨

於

越

之

大

蘭

曲
↓

故

云

レ爾

」。

つ
る
を

や
ぼ

劒

の
山

(
女
殺
)

　

劔
林
地
獄
叉

は
劔
樹
地
獄
と

い
ふ
。
「
大
智
度
論
」
卷
+
六
に
「
…
…
墮
二
劔
林

地
獄

　

中
↓
此
地
獄
罪
人
入
レ
中
、
風
吹
三
劔
葉
叫
割
二截

手
足
耳
鼻

慟皆
令
二
堕
落

↓
諸

々
」
。

　

「
長

阿
含
」
第
十
九
。
地
獄
品

に
「
劔

樹
地
獄
縱
横

五
百
由
旬
、
罪
人

入
二
彼
劔
樹
林

　

中
↓
有
二
大
暴
風
↓
起
吹
二
劔
樹
葉
↓
墮
二
其
身

上
↓
著
レ
手
手
絶
、
著
レ
足
足
絶
、
身

　

體
頭
面
無
レ
不
二
傷
竣

こ
。

て

は
ん

手
利

(
丹
波
)

　

往
時
用

ひ
た
族

行
劵

。舊
幕
時

代
旅
行

す
る
に
は
其
所
在
地

の
名
主
・
五
人
組
の
手

　

判
を
得

て
、
關
所

の
番
人
に
そ
れ

を
見
せ
て
通
過
を
許

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
殊

追

考

(
ち

・
つ
・
て

)

八
三
五

頃



追

考

(
て

・
と

・
な

)

八
三
六

　

に
新

居

の
關
と
箱
根

の
關

と
は
、
名
主
。
五
入

　
組

の
旅

行
手
利
無
く
て
は
ど

う
し
て
も
通
過

　
を
許
さ
れ
な
か

っ
た

の
で
あ
る
。
下

に
記
し

　
た

の
は
、
・寶
暦

年
問

に
書
集

め
た
…開
所
釖
印
書

　

一
件

の
古
寫

本
中
に
見
え
る
手
利

で
あ
る
。

天
騨
　
(
冥
途

。
八
花

が
た
)

　
　

二
月
幾

日

幾
日
渡

　
箱
根
　
　

　
　
佃
町
何
丁
目
誰
店

　
今
切

押
切
印
也
　

　

　

誰

　
　
同

幾

日
渡
　

　

　

佃
町
家
持

　
根
府
川
　

　

　

　

　

　

誰

　
梅
叉
は
天
職

と
も

い
ひ
、
太
夫

の
次
位

の
遊
女

の
稱
。
こ

の
…遊
女

の
揚

代
は
も
と

　
も
と
二
十
五
匁

で
あ

っ
た
。

二
十

五
H
は
北
野
天
神

の
縁
日
な
れ
ば
、

二
十

五
の

　
縁

に
よ

っ
て
天
祕

と

い
う
た
も
の
で
あ

る
。
貞
享

。
元
祿

頃
は
三
十
匁
程

に
上
つ

　
た
れ
ど
も
、
な
ほ
舊

に
よ

っ
て
冐
稚

し
た
。

天
罅
　
(
曾

根
崎
)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つゆ
の
てん
じ
ん
のや
し
ろ

　
大
阪
曾

根
崎

の
天
祚

を

い
ふ
。
「
攝
津
名
所
圖
會

大
成
し
卷
十

一
に
「
露

天
祕

祠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
だ
な

　

11
曾

根
崎

に
あ

り
、
世
人
曾

根
崎

の
天
神

と
稱
す
、
又
借

に
お
は

つ
天
神

と
綽
號

　

す
る
こ
と

は
、
後

世

お
は

っ
と

い

へ
る
娼
婦

の
こ
の
森

に
て
情
死
せ
し
ょ
り
、
あ

　
ら

ぬ
名
を
蒙
ら
し
む
る
こ
と
恐
れ
多

き
事

に
ぞ
布
け

る
」
。
「
う
し
や
天
神

の
森
」

　
と
あ

る
は
、
「
憂

し
や
」
に
牛

天
神
を

い
ひ
か
け
た
も

の
で
、
菅
公
は
筑
紫

に
左
遷

　

さ
れ
た
時
、
牛

に
乘

っ
て
行

か
れ
た
と

い
ふ
俗
傳

に
よ
っ
て
牛
天
神
と

い
ひ
、
天

　
紳
瓧

に
は
多
く
石
な
ど

で
造

っ
た
牛

が
置

い
て
あ
る
。
曾

根
崎
天
神

の
森

に
は
、

　
松
と
棕
櫚
と
が
根
元
を
附

著
し
て
生
ひ
出
た
有
名
な
相
生

の
樹
が
あ

っ
た
。

お
初

　
が
情
死
す
る
時
染

小
袖

を
そ

の
棕
櫚

に
懸
け

て
み

る
圖
は
、
「
心
中
大

鑑
」
に
見
え

　

て
「
近
松
語
彙
」
に
載

せ
て
お

い
た
。

ど
う
で
女
房

に
や
…
-
・泣
き
け
れ
ば
　
(
曾
根
崎
)

　
「
心

中

江

戸

三
界

」
の
唄

の
文

句

に
加

筆

し

た
丈

で
あ

る
。

　

「
松

の
落

葉

」
(
元
祿

+

七

年
刊

)
卷

七
、

古
来

中

興

常
流

は

や

り
歌

、
「
心
中

江

戸

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

に
ょ
う
ぽ

　

三
界

」
に
「
:
…
・ど

う

せ

女
房

に
持

ち

や
さ

ん

す

ま

い
、

い
ら

ぬ
者

ぢ

や

と
思

へ
ど

　

も

ど
う

し

た

事

の
縁

ぢ

や

や
ら
怠

る

る

ひ
ま

も

な

い
わ

い
な
、

そ

れ

を
振

棄

て
行

　

か
う

と

は
遣

り

や
し

ま

せ

ん

ぞ

、
手

に
か

け

て
殺

し

て

お

い
て
行

か

ん

せ

な
、

は

　

な

ち

は

や
ら

じ

と

泣

き

け

れ

ば
」
。

と
し
よ
り

年
寄

　
(
反
魂
香

。
冥
途

。
博
多

。
女
殺

。
八
花
が
た

・
八
百
屋
)

　

町
年
寄

の
略
。
町
内

の
公
用
雑
事
を
掌

る
役

で
あ

る
。
町
内

の
町
人
中
で
徳
望
あ

　

り
資
産

あ
る
舊
家

の
者
を
公
選
し
、
總
年
寄
が
之
を
任
命

し
、
其

の
任
期

は
多
く

　

は
三
年

で
名
譽
職

で
あ
る
。
町
年
寄

は

い
つ
れ
も
本
業
あ
れ
ば
、
實
際

の
町
務

は

　

町
代
を
置

い
て
之

に
代
ら

せ
た
。
大
阪
舊
時

の
町
年
寄
は
梅

町

一
人
で
、

小
町
は

　
隣

町

の
年
寄
が
兼
務
し
た
。
町
年
寄

は
其

の
町

の
會

議
を
な
し
、
叉
毎
月
判
形

と

　

云
う
て
町
内

に
佳
居

せ
る
者

に
戸
籍
帳

に
捺
印
さ

せ
る
時
な
ど
に
出
頭
す
る
家

を

　
梅

町
に
設

け
、

こ
れ
を
町
會

所
叉
は
會
所

と
稚

し
た
。

飛

田

(
曾
根
崎
)

　
今
、
大
阪
市
佳
吉
區
飛

田
(
南
海
電
車

平
野
線

の
停

留
場
が
あ
る
)
。
刑
場
墓
地

の

　

あ

っ
た
所
。
「
蘆
分
船
」
(
延
寶

三
年
刊
)

に

「
飛

田
H
火
葬

の
煙
絶
え

や
ら
ず

、

　

白
骨
は
地

よ
り
も
高
く
涙

の
雨

は
し
き
り
に
、
古
塚

の
草
葉

の
露
と
淌
え
に
し
人

　

人
を
數

へ
見
れ
ば
誰

あ
り
て
殘

る
べ
き
」
。

な
か　
ふ
う

中

の
風

(
女
殺
)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
か

　
新

町
遊
廓

は
曾
根
崎
新
地
…遊
廓
…と
南
堀

江
…遊
廓
と

の
中
間
に
あ
れ
ば
中
と

い
ふ
。

　
「
澪
標
」
(
寶
暦

七
年
刊
)
新
町
開
基

の
條

に
「
新

に
町
と
な
り
し
ょ
り
世
人
新

町
と



　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

な
か

　

よ

ぶ
惣

名

な

り

、

又
當

津

に

て

は

中

と

い
ふ
」

と

あ

る
。
「
中

の
風

」
と

は
大

阪

新
二

　

町

の
妓

女

風

な

る

を

い
ふ
。

な
げ
ぐ
し

投
櫛
は
別
れ
の
櫛

と
て
忌

む
　
(
女
殺
)

　
「
神
代
紀

」
上
に
「
伊
弉
諾

尊
不
レ
聽

、
陰
取
二
湯
津
爪
櫛
↓
牽
二
折
其
雄
柱
↓
以
爲
二
乗

'

　
炬

一面
見
レ
之
者
則
膿
沸

虫
流

、
今
世
人
夜

忌
輔二

片
之
火
↓

又
夜
忌
二
擲
櫛
↓
此
其

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ
　
み

　
縁
也
」
と
あ
る
。
伊
弉
諾

尊
が
伊
弉

冉
尊
を
慕

う
て
黄
泉

に
入

っ
て
逢

は
れ

た
時
、

　
伊
弉
冉
尊

の
制
止
さ
れ
た

の
を
聽
・か
れ
な

い
で
、
湯

津
爪
櫛

の
雄
柱
を
折

り
火
を

　
點

じ
て
見
、
驚

き
火
を
投
附
け
て
逃
げ
蹄
ら
れ
、

こ
れ
よ
り
黄
泉

に
通

ふ
道
が
絶

　

え
た
と

い
ふ
故
事

に
よ
っ
て
、
櫛

の
齒

の
折

れ
る
を
忌
み
、
ま
た
投
櫛

を
別
れ

の

　
櫛

と
て
忌
む

こ
と

に
な

っ
た
。
「
風
俗
文
選
」
に
「
櫛

の
齒
歎

く
れ
ば
子

に
別

る
る
」

　

と
あ
る
。

名
取
川
　
(
曾
根
崎

・
宵
庚

申

・
二
つ
腹
帶
)

　
名

を
取

る
を
名
取
川

に
い
ひ
か
く
。
名
取
川

は
陸
前
國

名
取

郡
を
流

れ
て
み
る
川

　

で
、
古
来
埋
木

の
産
地
と
し
て
有
名
で
あ

る
。
定
家

の
歌
に

「
名
取
川
春

の
日
數

　

は
あ
ら

は
れ
て
花

に
そ
し
つ
む
せ

せ
の
埋
木
」
。
今
も
仙

臺

附

近

の
山

中
か
ら

出

　

る
木
炭
を
、
名
取
川
名
産
埋
木
と
稱
し
て
賣

る
。
「
曾

根
崎

心
中
」
の
こ
こ

の
文

に

　

も
、
名
取
川
と

い
う
て
「
埋
木

の
」
と
続

け
、
埋
木
に
主

人

の
手
代
に
使

は
れ

て
る

　

る
埋
木

の
身
を

い
ひ
か
け
た
。

な
ま
つ
が
は

鯰
川

(
女
殺
)

　
大
阪
網
島
町

と
相

生
町
と

の
間

に
あ

る
鯰
江
川
を

い
ふ
。
「
攝
陽
群
議
」
卷

三
、
川

　

の
部

に

「
鯰
江
川
。
東

生
郡
大
坂
市
店

の
東

に
あ
り
、
南
は
片
原
東
町

、
北

は
野

　

田
町
と
云
、
所
傳
漁
者
是

に
網
す
、
鯰

魚

多
き

に
因

れ
り
」
。

近
世
大
阪

か
ら
野

　

崎
觀

一音
に
參
請
す

る
者
多
く

は
寢
屋
川

の
堤

を
歩

み
、
或
は
鯰
川
か
ら
乘
船
し
て

　
裏

屋
川

に
出

で
、

一
つ
橋

で
上
陸
し
た
も

の
で
、
そ

の
間
陸
路

に
よ
る
者
と
、
船

　

に
よ
る
者

と
、
水

陸
互

に
罵

り
合

ふ
奇
智
が
あ

っ
た
。

な
や
ぼ

う
た

綱
屋
端
歌

　
(
天

の
絹
鳴
)

　
原

本
「
納
屋

は
歌
」
と
あ
る
。
「
は
歌
」
は
端
歌
で
あ
る
。
昔

は
端
唄
を
端
歌

と
善

い

　

た
。
納
屋

で
…遊
女
又

は
…遊
客

な
ど
が
謠

ふ
端

唄
を

い
ふ
。

當
時
傾

城
屋
で
は
納
屋

　

を
も
離
座
敷

の
如
く

し
つ
ら

ひ
て
遊
興
所
に
用
ひ
た
。

さ
れ
ば
表
座
敷

の
差
支
あ

　

る
場

合
、
叉
は
気
軽

に
遊
ぱ
う
と
す

る
遊
客

は
、
納
屋
座

敷

に
馴
染

の
…遊
女
を
揚

　

げ
て
遊

興
し
た
も

の
で
あ
る
。
「
伊
蓬
髪

五
人
男
」
に
、
納
屋

で
遊

女
が
端
唄
を
謠

　

つ
て
み
る

こ
と
が
書

い
て
あ
る
。
詳

し
く
は
「
近
松
語
彙
」
を
見
よ
。

な
は
し
ろ
み
づ
　
　
せ
　
　
　く
だ
　
　
　
　
　
く
だ

苗

代
水

に
堰
き
下

せ
、
天
降
り
ま
す
、
祚
な
ら
ば
神
　
(
會
稽
山
)

　
「
古
今
著
聞
集
し
卷

五
に
、
「
能
因
入
道
。
伊
豫
守
實
綱

に
件

ひ
て
彼

國

に
下
り
け
る

　

に
、
夏

の
は
じ
め
日
久
し
く
照

り
て
民

の
な
げ
き
淺

か
ら
ざ

る
に
、
紳
は
和
歌
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
こ
ろ
　
　
　よ

　

め
で
さ
せ
給

ふ
も

の
な
り
、
試

み
に
詠

み
て
三
島

に
奉

る
べ
き
由
を
国
司
し
き
り

　

に
す

エ
め
け
れ
ば

、
あ
ま

の
川
苗

代
水

に
せ
き
く
だ
せ
、

天
く
だ

り
ま
す
神

な
ら

　

ば
紳
、
と
詠
め
る
を
み
て
ぐ
ら
に
書

き
て
紳
司
し
て
申

上
げ

た
り
け
れ
ば
、
炎
旱

　

の
天
俄

に
曇

り
わ

た
り
て
人

な
る
雨
降

り
て
、
枯

れ
た
る
稻
葉

お
し

な
べ
て
緑

に

　

か

へ
り
に
け
り
」
と
あ
る
。

に
っし
ん
さ
な

日
親
様

　
(
女
殺

。
八
百
屋
)

　

旧
観
上
人
は
日
蓮
宗

の
高
僧

で
、
京
都
本
法
寺

の
開
山
で
あ
る
。
應
永
年
間
に
「
立

　

正
治
國
論

」
を
著
し
、
勝
軍
足
利
義
教

を
諌
め
て
獄
に
投

ぜ
ら
れ

た
。
其

の
迫
害

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
だ

　

を
受
け
た
時
は
、
活
火
に
燒

け
る
鍋

を
被

ら
さ
れ
、
爲

に
頭

は
爛
れ

て
も
更
に
屈

追

考

(
な
・
に
)

八
三
七

貞



(

考

(
に
・
の
・
は
)

八
三
八

ら

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
べ
か
ぶ
り
の

　

せ
ず
、
題
目
を
高

ら
か
に
唱

へ
て
正
法

に
導

か
れ

た
。

よ
っ
て
冠

鍋

日
親
様

と

　

い
ふ
。

二
度

の
節
季
　
(
博
多
)

　
幾
夜

に
た

っ
た

二
度

の
食

事
を
、
盆

・
正

月

の
二
度

の
節
季

に

い
ひ
か
け
た
。　
一

　

日
に
朝
。
書
。
夕

の
三
度

の
食

事
を
、
倹
約

し
て
晝

を
と
ば
し
、
二
度

の
食
事

の
意

。

　
西
鶴
作

「
日
本
永

代
藏
」
卷

一
、
波
風
靜

に
神

通
丸

の
條

に
、
「
捨

た
れ

る
米
を
塵

　
塚

ま
じ
り
に
は
き
集

め
け

る
に
、
朝
夕

に
く

ひ
あ
ま
し
て

一
斗

四
五
升
た
ま
り
け

　

る
」
と
見
え
、
「
艷
容
女
舞
衣
」
に
、「
園
め
も
書
夜

泣
悲

し
み
、
朝
夕
も
進

ま
ね
ば
西

　

若
し
や
病

が
起

ら
う

か
と
」

と
あ

る
。

こ
れ
ら
も
倹
約
か
、
叉
は
食
慾

の
進

ま
ぬ

　

な
ど

の
理
由

で
、

二
度

の
食
事
を

い
う
た

の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
る

　
然

し
當
時

も
現
今

と
同
じ
く
、
朝
。
午
・
夕
と

三
度

の
食

事
す
る
が
通
例

で
あ
る
。

　

近
松
作
「
丹
波
與
作
待
夜

の
こ
む

う
ぶ
し
」
中
之
卷

に

「
婁
休

み
か
ら
泊

り
ま
で
」
、

　

同
作
「
女
殺
油
地
獄
」
上
巻

に

「
こ
ち
の
人
か
、
子
供
が
お
書

の
時
分

も
忘
れ
、
何

　

處

に
何
し
て
居
さ
し
ゃ
ん
し
た
」
、
同
作
「
心
中
宵
庚

申
」
中
之
卷

に
「
茶
沸

い
て
千

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
る
め
し

　

世
め
に
中
食

さ
せ
て
た
も
れ
や
」
と
あ

る
。

こ
れ
等

は
誰
食

の
仞

で
あ
る
。

野

江
　
(
曾

根
崎
)

　

今
、
大
阪
市

東
成
區
野

江
(
京
阪
電
車
線

に
當

る
)
。

刑
場
墓
地

の
あ

っ
た
所
。
「
好

　

色
萬
金
丹
し
巻

二
に
「
難
波
津

の
墓
所

こ
こ
の
み
に
も
あ
ら
ず

、
小
泊
瀬
・
飛

田
・
野

　

枝
。曾

根
崎
云

々
」
。
　
　

　
　

　
　

　
　

,　

,

野
崎
参

り

く
女
殺
)

　

野
崎
擬
音
は
河
内
國

北
河
内
郡

四
條
村
大
字
野
崎
に
あ
る
慈

眼
寺
(
曹
洞
宗
)
を

い

　

ふ
。
本
尊

は
行
基
菩
薩

手
刻

の
三
尺

五
寸

の
十

一
面
觀
音
で
著

名
な
・靈
像

で
あ
る
。

　
現
在

の
伽
藍

は
元
和
年
中

の
修

造
に
成

り
、
飯
盛
山
系

の
半
腹

に
あ

っ
て
、
攝

・

　
淡
め
山
水
を
望

み
、
春
櫻
秋
楓

の
美
を
聚

む
。

五
月

一
日
か
ら
十
日
間
無
縁
経
修

　

行

の
時
は
、
賽

す
る
者
最

も
多

い
。
こ
れ

を
野
崎
參
り
と

い
ふ
。

三
十

三
所
觀
音

堂
あ
っ
て
輻
聚
閣
と
い
ふ
。
域
内
に
江
・
の
君
裏

銘

鷺

豫

麗

曲
)
や
、
藁

　
久
松
(「新
版
歌
祭
文
」

な
さ
に
見
ゆ

)
の
墓
が
あ
る
。
「
女
殺
油
地
獄
」
の
上
巻

に
「
無
量
無
邊

の
聚
福

　
閣
」
と
あ
る
も
、

こ
の
觀
音
堂
を

い
ふ
。

の
ん

こ
ら
し

　
(
女
殺
)

　

の
ん

こ
髷
冖の
伊
達
自
慢
ら
し

い
と

の
意
。
「
の
ん

こ
」
と
は
、
兩
鬢
を
細
く
狭

く
殘

　

し
、
髷
冖を
高
く
す

る
結
髪
を

い
ひ
、
伊
達
を
好
む
若
者

の
問

に
流
行
し
た
も

の
で

　

あ
る
。
詳

し
く

は
「
近
松
語
彙
」
を
見
よ
。

ほ
い
く
わ

梅
花

(
女
殺
)

　
梅
花
油

の
略
。
臘
。
胡
麻
油
な
ど
を
交

へ
、
梅

花
(
龍

腦
。麝
香
・
丁
子
な
ど

の
混
合

　
物
)
を
加

へ
て
煉

り
、
女
が
頭
髪
に
塗

る
香
油

の
名
で
あ
る
。
梅
花

の
配
剤
法

は
、

　
「
女
川
訓
蒙
圖
彙
」
卷

五
、
匂
袋
之
方
。
梅
花

の
條

に
委
し
う
載

せ
て
あ
る
。

は

が
ひ
や
ま

羽
翼
山

(暦
)

萬

葉
集
L卷
+
・
春
雜
部
の
歌
に
「
奮

な
る
藤
躍

の
山
ゆ
溢

の
ケ
ち
融

き

　
　
　
　
　
　
　
　
よ
ぶ
こ
どり

　
ゆ
　
往

く
な
る
は
た
れ
喚
子
鳥
」
。
「
和
州
舊
跡
幽
考
」眷

一
、
添

上
郡

の
條

に
「
用
買
山

　

H
三
笠
山

は
中

に
あ

り
南

に
竝
び
て
高
圓
山
北

に
若
草

山
此

三
山
を

い
ふ
と
そ
」
。

は
く
じ
ん
　
(
天

の
綱
嶋
)
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　

-

　
白
人
即
ち
、素
人

の
義
で
、
「
し
ろ
う
と
」
と
も

い
ひ
、
も
と
は
私
娼

の

一
〃糎
で
あ
る
。

　
貧
家

に
生
れ

た
美
貌
な
女
兒
が
、
裏
借
屋

に
居

て
白
人

を

仕

立

て
る
者

に
貰

は

　
　
　
と
し
ご
ろ

　

れ
、
妙
齢

に
な

っ
て
白
人
と

い
ふ
私
娼
と
な
る
。

も
と
ノ
＼

色
を
頁

る
女

で
あ

る



　

が

、

お
ぼ

こ

に
仕

立

て
る
事

か

ら

、

し

ろ
と

帥

ち

素

人

を

白

人

と
書

い
て
、

之

を

　

音

讃

し

た

の
で
あ

る
。
後

に
は
之

を

公
娼

に
も

用

ひ

る

や
う

に

な

っ
た
。

「
心

中

　

天

の
絹

鳴

」

の

こ

こ

の
丈

も
遊

女

小

巻

を
白

人

と

い
う

て
る

る
。

叉

「
女

殺

油

地

　

獄

」
に
「
か
く

て
は

い
か

で

し

ろ

う

と

の
、

田
舎

の
・客

に
揚

げ

ら

わ

て
」
と

あ

る
「
し

　

ろ
う

と

」

も

、
遊

女

小
菊

を

し

ろ
う

と

と

い
う

て
、

初

心

の
田
舎

客

に

い
ひ

か
け

　

た

の
で
あ

る
。

は
ち
く
わ
ん
ち
や
う

八
宮

町
　
　(
八
百
屋
)

　

こ
の
町
内

に
比
丘
尼

が
淫
を
鬻
ぐ
宿

が
あ

っ
た
。
「
嬉
遊
笑
覧
」
卷
九
上
、
比
丘
尼

　

の
條

に
「
〔
好
色
徒
然
草
〕
昔

は
小
者
。
奴

な
ど

の
遲
も

の
な
り
し
が
、
今

や
う
は
人

　

に
よ
り
て
若
き
さ
ぶ
ら

ひ
も
す
る
と
語
れ
り

、

い
つ

み
町

・
八
く
わ
ん
町
な
ど
に

　

宿

あ
り
、

日
毎

に
行
な
り
云

々
し
と
あ
る
。
「
契
國
策
」
(洒
落
本
。
安

永
五
年
刊

)
東
方

の
條

に
、

　
　
　
　
　
　

き
は

　

「
あ

の
大
橋

の
際

に
、
番
小
屋
か
髪
結
床

見
る
や
う

な
る
小
店

に
見
ゆ
る

こ
そ
、比

　

丘
尼
と

い
ふ
者
な

り
、
即

ち
あ
た
け
と

い
ふ
國

よ
り
出
つ

る
な
り
、
昔

は
大
繁
昌

　

に
て
、
門
跡
前
代
地
・
い
つ
み
丁
・
八
官

丁
な
ど

に
出
張

り
し
て
、
大
き

に
全
盛

を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
とふ
う

　

つ
く
し

た
り
、
神
田
と

い
ふ
國

よ
り
多

く
出
た
り
、
其

上
品

は

一
風
あ
り
て
面
白

　

か

り
し
、
朝

四

つ
時
よ
り
く
れ

の
七

つ
半
時

ま
で
舮
嬲

に
興

る
な
り
・
其
道
筋

の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
さ
ぎ

　

衣
裳
は
、

い
つ
れ
も
浅
葱
木
綿

に
白
裏
附

け
、
帶
も
腰
帯
も
同
じ
く
木
綿

な
り
、

　

其
腰

の
細
き
事
如
何
な

る
女
子
も
ま
な
び
難

し
、
加
賀
笠

の
新

し
き
を
被
り
、
小

　

比
丘
尼

に
文
豪
抱

へ
さ

せ
、
馴
染

の
客

の
家

の
前

を
廻
り
道

し
て
、
通
り
か
け

に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
ん
ほ
せ

　

ち
ら

り
と
尻
目

に
見
入
れ
た

る
顔
容
、
そ

っ
と
す
る
程
う
れ
し
く
、

…
…
か

の

い

　

つ

み
丁
・
八
く
わ
ん
丁

の
ど

や
と

い
ふ

へ
行
く
と
・
其
儘
衣
裳
脱
ぎ
棄

て
・
縛
灘

。

　
　
　
　
ふ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
ん
ざ
し

　

縮
緬
も
古

の
た
ぐ

ひ
お
そ
ろ
し
き
小
袖
ど
も
打

重
ね
、
頭
巾

に
銀

の

簪

さ
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ごふ
う

　
る
は
を
か
し
げ
な
が
ら
、
紅
.顏

の
よ
そ
ほ
ひ
中

々

一
風
あ
り
て
捨
て
難
く

こ
そ
」

　
と
あ
る
。

八
ツ
か
う

(
女
殺
)

　
「
八

ッ
か
う
」
は
八
議

で
あ

っ
て
、
「.比
良

八
講
荒
れ
」
の
諺

に
據

つ
た
も

の
で
、
近

　
江
國
滋
賀

郡
比
良

の
天
祕
を

い
う
た
も

の
で
あ
ら
う
。
「
淡

海
録
」
志
賀
郡
比
良
郷

　
天
神
繰
越

の
條

に

「
二
月

二
+

五
日
の
御
八
講

は
傳
教
大
師
よ
り
+
三
代
の
庫
主

　
法
性

坊
尊
意

、
菅
丞
相

に
親

し
み
あ
る
故
、
山
よ
り
行

ひ
給
ふ
と
云
傳

る
、

二
月

　

二
十

三
H
よ
り
五
日
ま
で
比
良

の
風
荒
く
吹
落
湖

水

の
波
高
き
故
、
今
に
至
っ
て

　
浦

々
の
舟
を
出
さ
ず

、
比
良

の
八
講

あ
れ
と
世

に
い

へ
る
は
是
也
」
と
見
え
、
ま

　

た
同
書

・
江
州
寺
社
年
中
行
事

二
月

二
+
五
日

の
條

に

「
比
良

八
講
叡
山
よ
り
執

　
行
、
此

日
湖
中
不
レ
出
レ
舟
」
と
あ
る
。
但

し
「
輿
地
志
略
」
に
は
「
相
傳
ふ
往
古
毎
歳

　

二
月

二
十
四

日
此
等
(
最
勝
寺

を

い
ひ
今

は
な
し
)
に
て
法
華

八
議
を
修
す
、
之

を

　
比
良

の
八
議

と

い
ふ
、
富
国

土
俗

比
良

の
八
講

の
荒

れ
と
て
、

こ
の
日
必
ず
風
は

　
げ

し
云

々
」

と
あ

る
。

　

叉
「
八

つ
か
う
な
な
」
は
う
ん
す
ん
か
る
た
仕
方

に
於
け
る
用
語

で
、
即
ち
「
八
ッ
」

　

は
八
の
札
、
「
か
う
」
は
繪
紋

の
同
類

を
合
す
を

い
ひ
、「
な
な
」
は
七

の
札
を

い
ひ
、

　

こ
れ

を
取
合

は
せ
て
博
奕

の
意

を
き
か
せ
た
こ
と

は
、
近
松
作
「
娥
哥
か

る
た
」
の

　

中
に
も
見
え
て
み
る
。

は
つせ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

初
瀬
も
還
し
難
波
寺
、
…
…
春
の
夕

暮
来
て
見
れ
ば
　
(
曾

根
崎
)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど
こ
ろ

　
謡

曲

「
三
井
寺
」

に

「
初
瀬
も
遠
し
難
波
寺
、
名
所
多
き
鐘

の
音
、
蠡

き
ぬ
や
法

　

の
聲
な
ら
ん
、
山
寺

の
春

の
夕
暮

来

て
見
れ
ば
、
入
相

の
鐘

に
花
ぞ
散

り
け
る
」。

　

梵
鐘

の
音

に
名
高

い
初
瀬

は
、
大
和

の
名
所
な
れ
ば
三
井
寺
か
ら
遠

く
、

叉
難
波

追

考

(
は
)

八
三
九



追

考

(
は
・
ひ
)

八
四
〇

　
寺
(四
天
王
寺

を
い
ふ

)
に
も
名
高

い
鐘
が
あ

っ
て
、

こ
れ
等
多

い
名
所

の
梵
鐘

の
替
絶

え
ず

　
聞

え
る
、

そ
の
響

に
説
法
を
傳

へ
て

る
る
の
で
あ
ら
う
。

山
寺

の
春

の
夕
暮

を
來

　

て
見
れ
ば
、

い
か
に
も
景
色
が

あ
は
れ

で
と

の
意
。
徳
兵
衞

の
言
葉

の

「
ヤ
ア
お

　
初
」

か
ら
、
同
音
語

の
「
初
瀬

も
遠

し
云

々
」
に

い
ひ
つ
づ
け
た
。
そ
し
て
そ
れ
は

　
「
三
井
寺
し
の
文
句
で
、

九
平
次

こ
れ

を
謠

ひ
な
が
ら
乗

る
。

は
こ　
は
かり

鴿

の
秤
に
身
を
代

へ
し
佛
の
慈

悲
　
(
八
百
屋
)

　
「
大
智

度
論

」
卷

三
+
五
に
、
「
爾
時
毘
首
羯
磨
天
白
二
釋
提
桓
因

一言
、
尸
毘

玉
書

　

行
奇
特
世
所
二
希
有
嚇
諸
智

人
言
、
是

人
不
レ
久
當
レ
得
二
作
佛
↓
釋
提

桓
因

言
、
是

　

事
難
レ
辨
、
何
以
知
レ
之
、
如
二
魚
子
菴
羅
樹
華
發

心
菩
薩
↓
是

三
事
因
時
雖
レ
多
成

　

レ
果
甚
少
、
今
當
レ
試
レ
之
、
帝
釋
白

化
爲
レ
鷹

、
毘
首
羯
磨
化
作
レ鴒

、
鴿

投
二
於
王
↓

　

王
貞
観
二
身
肉
↓
乃
至
擧
レ
身
上
レ
稱

以
代
二
鴿
命

↓
地
爲
震
動
」
。

母

の
刀
自
:
…
・男
女

の
な
ら
ひ
な
り
　
(
宵
庚

申
)

　

「
平
家
物
語
」
卷

一
、
祗
王
事

の
條

に
「
母
刀
自
泣
く
く

又
教
訓

し
け
る
は
、
天
が

　

下

に
住

ま
む

に
は
、
と
も
か
う
も
入
道
殿

の
仰

せ
を
ぱ
背

く
ま
じ
き
事

に
て
あ

る

　

ぞ

、
そ

の
上
わ
ご
ぜ

は
、
男
女

の
糘
宿

世
今

に
は
じ
め
ぬ

こ
と
そ

か
し
、
千
年
萬

　

年
と
は
契

れ
ど
も
、

や
が

て
別

る
芝
中
も
あ
り
、
あ
か
ら
さ
ま
と
は
思

へ
ど
も
、

　

長

ら

へ
果

つ
る
事

も
あ
り
、
世

に
定
'め
な
き
も

の
は
男
女

の
な
ら
ひ
な
り
」
と

あ

　

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
す
め

　

蔵
王

は
白
拍
子
刀
自

の
女

で
あ
る
。
入
道
夲
清
盛

に
召
さ
れ
て
、
其

の
命

に
從

は

　

な

い
の
で
、
母

の
刀
自

が
蔵

王
を
教
訓

し
て
、
清
盛

の
命

に
從

は
せ
よ
う

と
す

る

　

事
を
書

い
た
丈

の
部
分

で
あ
る
。

　
　
　
　
　

き

春
過
ぎ
て
夏
來
に
け
ら
し
白
妙

の
衣
乾
す
て
ふ
天

の
香
具
山
　
(
暦
)

　

こ

の
歌

は
「
新
古

全
集
」
卷

三
、
夏
部

に
あ

る
持
統
天
皇

の
御
歌

で
あ

っ
て
、
　
一
首

　

の
意

は
、
も
は

や
春
が
過
ぎ
て
夏

が
来

て
し
ま

っ
た
ら
し

い
、
天

の
香
具
山

に
白

　

い
夏
衣
を
乾

し
て
、
里
人
ど
も
が
夏

の
仕
度
を
す
る
と
侍

臣
等
が
申
す
と

の
意
。

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
ち

　
「
白
妙
」
は
白
栲

の
借
∵字
で
、
穀

の
木

の
皮

で
織

っ
た
布

を

い
ひ
、
一轉
じ

て
た
だ
白

　

い
こ
と
を
も

い
ふ
。
「
ほ
す
て
ふ
」
は
乾
す
と

い
ふ
の
約
。
「
天

の
香
具
山
」
は
大
和

　
國
磯
城
郡
香
久
山
村

に
あ
る
。

こ
の
時
持
統
天
皇

の
皇
居

は
、
大
和
國
高
市
郡
檜

　
隈
明

日
香

岡
に
あ
っ
た
。

こ
の
歌
は
、
「
萬
葉
集
」
卷

一
に

「
藤
原
宮
御
宇
天
皇
御

　

　
　
　
は
るす
ぎ
て
　
　
な
つき
た
るら
し
　
　
し
ろた
へ
の
　
　
こ
ろ
も
ほ
し
た
り
あ
め
の
か
ぐ
や
ま

　
製
歌
、
春
過
而
、
夏

來
良
之

、
白
妙
能
、
衣
乾
布
、
天
之
香
來
山
」
と
あ
る
を
、

　
「
新
古
全
集
」
の
語
調
に
作

り
替

へ
た

の
で
あ

る
。

四
足

つ
つ
に
消
え
て
行
く

　
(
曾
根
崎
)
　

一

　

穗
積
以
貫
撰

「
難
波
土
産
」
卷

一
に
、
「
道

の
霜
と

い
ふ
よ
り
縁
を
敢

て
、

一
足
つ

　

つ
に
淌

え
て
行
く
と
受
ゆ
た

る
尤
面
白
し
、
然
も

一
足
つ

つ
に
淌

え
て
行
く

の
意

　

は
、
人

の
命

の

一
日
く

に
縮
ま
る
事
を
、
佛
經

に
屠
所

の
羊

の
歩

み
に
譬

へ
た

　

る
語
な
り
、
羊

を
殺
す
者
を
磨
者
と

い
ふ
、

そ
の
屡
者
が
羊
を
屠
場

へ
引

て
行
く

　

を
見
れ
ば
、
引

か
れ
行

く
羊

は

一
歩
み
く

に
て
己
が
命
が
縮

ま
る
な
れ
ど
も
、

　

そ
れ
を
知
ら
ず
、
凡
夫

の
命

の
縮

ま
る
を
知

ら
ぬ
も

此
の
如
し
と

い
へ
り
、

こ
れ

　
等

の
心
を
ふ
ま

へ
て
書
た
る
故

、
底

に
意
味
を
含
み
た
る
文
句
也
」。

ひ
ぼ紐

の
星

　
(
二
つ
腹
帯
)

　

お
千
代
が
母

の
胎
内

に
や
ど

っ
て
五
ケ
月
に
な

っ
た
時
、
母

は
腹
に
紐
帯

を
締
め

　

る
。
そ

の
時

の
胎
児

の
守
本
尊

に
な
る
星
を

い
う
た

の
で
あ
ら
う
。
近
松
作
「
せ
み

　

丸
」
懐
胎
十
月

の
曲
乗

の
條

に
、
「
五
月

に
及
ん
で
六
根
手
足
を

さ
い
し
き
五
體
殘

　

ら
ず
連
續
す
、
此
時
よ
り
其
體

に
守
本
尊
定
ま
り
て
附
添

ひ
、
廻
ぐ
る
腹
帶

や
地



一

　
藏
菩
薩

の
受
取
な
り
」
と
見
え
、
「
佛
像
圖
彙
」
三
、
諸
天

の
條

に
、
「
武
曲
屋

11
地

　
藏
菩
薩
」
と
あ

る
。

藤

の
棚

(
曾
根
崎
)

　
締

め
て
ま

っ
は
れ
藤

の
花
を
、
藤

の
棚

の
地
名

に
い
ひ
か
け
た
。
藤

の
棚

は
昔
谷

　
町

慂
玉
木
町

と

い
ふ
所

に
あ

っ

た
。
「
古
今
集
」
春
下

の
部
、
僧

正
遍
昭

の
歌

に

　
「
よ
そ
に
見

て
歸
ら

む
人

に
藤

の
花

は
ひ
ま
つ
は
れ
よ
枝
は
折

る
と
も
」
。

　
　
し
ん
ぞ

船
は
新
造

の
乘
り

心
サ

ヨ
イ
ヨ

エ
、
君
と
我

と
、
我

と
君
と
は
、
圖

に
乘

つ
た
乘

っ

て
来
た

(
女
殺
)

　
「
松

の
落
葉

し
(
元
祿

+
七
年
刊
)
卷

四
、
君

は
し
ん
ぞ
踊

の
唄
に
、
「
君
は
し
ん
ぞ

'

の
の
り
心
さ
よ

い
よ
ゑ

い
ゑ

い
、
君

と
わ
れ

と
我

と
君

と
引
寄
せ
て

は
よ
る
よ
る

　

さ
、
男

は
花

の
都
入
り
圖

に
乘

つ
た
乘

っ
て
来

た
来
た
離

の
や
:
…
・」
。

ぶ
ん
ざ
う

交
織

(
女
殺

)

　

　

　

　

　

　

　

　

や
く
し
ゃ
わ
か
ゑ
ぴ
す

　

享

保

六
年
刊

の

「,役

者
若

険

酒
」
に
、

「
上

上
、

佐

川

丈

藏

、

竹

鳩
座

。

た

穿
む

し

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

あ
た

　

や
う

に
評
判

よ

く

、

去

年
中

當

り

つ

ビ
け
段

々
御

出

世

御

手

が

ら

申

さ

ふ
樣

も

ご

　

ざ

ら

ぬ

、

云

々
」

と

あ

る
。

へん
じ
ゃ
う
な
ん
し

變
戌

男
子
の
願
を
立

て
女
人
戍
佛
誓
ひ
た
り

　
(
女
殺
)

　

眞
宗

の
開
祺
親
鸞

上
人

の
淨

土
和
讃

中

の
丈

で
あ
る
。
女
人

に
は
五
障
あ

っ
て
成

　
佛

す
る

こ
と
が
出
来

な

い
故

に
、
女

人
が
成
佛

す
る
爲

に
は
性
を
變
じ
て
男
子
と

　

な
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
變
成
男

子

の
願

は
即

ち
女
人
成
佛

の
願

で
あ
る
。

非
業

の
死

　

を
遂
げ
た
お
吉

の
成
佛

を
所
願
す

る
の
で
あ

る
。

ぼ
ん
お
ん

本
陣

(
八
花

が
た
)

　
往

時
大
小
名
其

の
他
武
家

の
公
用
族
舍

を
本
陣

と
稚

し
た
。
地
方

に
よ

っ
て
は
現

　
今

も
な
ぼ
こ
の
稱

の
殘

っ
て
み
る
族
館

が
あ
る
。
本
陣

と
は
本
營

の
義

で
、
戦
国

　

時
代
行
軍

の
詞

の
殘
れ

る
も

の
で
、
貞

治
二
年

三
月
足
利
義
詮

上
洛

の
時
、
そ
の

　
族
舍

を
本
陣

と
稚

し
て
宿
札
を
掲
げ
た
る
に
始
ま

る
と
云
ふ
。

な
さ
正

し

か

れ

　

(
博

多

)

　

辻

占

に
唱

へ
る
言

葉

の

一
句

で
あ

る
。

「
本

津
草

」
(
人

見

英
積

撰

。享

保

十

三
年

の

　

自

序

が

あ

る
)
太
古

之

卜

事

の
條

に
、
「
辻

占

…

…
黄

楊

の
櫛

を
持

ち

て
、

道

祺
紳

　

を
念

じ

て

四

辻

に
出

で
、

吾

が

思

ふ

こ
と

の
叶

ふ

や
否

や
を

う

ら

な

ふ
、

辻

や
辻

　

　

　

　

う
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ま
さ

　

四

辻

が

占

の
市

四

辻
、

占

正

し

か
れ

辻

占

の
憩

、

か
く

蔓
返

唱

へ
て
其

の
辻

へ
先

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

な
さ

　

に
来

る

人

の
言

葉

に

よ

り
吉

凶

を

占

ふ
」
と

見

え

て

み

る
。

・即

ち
「
正

し

か
れ

」
は
、

　

辻

占

に
唱

へ
る

言
葉

の
中

の

一
句

で
あ

っ

て
、

こ
れ

を

い
ひ
、

以

て

辻
占

の
正
確

　

で
あ

れ

と

、

心

の
中

に
頼

み

を
掛

け
た

の

で
あ

る
。

な
よ
邃

ひ

行

け

ど

も

…

…
目

も

當

て
ら

れ
ぬ

風

情
…

(
天

の
絹
鳴

)

.
椀

久

末

の
松

山

L
(都
太
夫

一中
直
正
本
、

山
本
九
兵
衞
版
行

)
下

之
眷

、

椀

久

狂

亂

道
行

の
丈

に

.
雑

喉

　

揚

。
安

溝

川

。
綱
島

を

迷

ひ
行

け

ど

も
松

山

に
似

た

る

入

な

き
浮

世

ぞ

と

、
泣

い

つ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

し
とね
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　あ

　

笑

う

つ
狂

亂

の
身

の
果

何

と

あ

さ

ま

し

や

と
、

芝

を

褥

に
臥

し

け

る
は

目

も

當

て

　

ら

れ

ぬ
風

情

な

り

」

と

あ

る
。

見

世

女

郎

　

(
冥

途
)

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

か
　
こひ

　

店

頭

の
格

子

内

に
出
張

っ
て
客

を

招

く
遊

女

で
あ

る
。

太
夫

・
天

祚

・
鹿

戀

と

い
ふ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

し
ほ
か
げ
ぐ
わ
ち

　

…遊
女

よ

り

も
下

位

で

あ

っ
て

、
・之

を
端

女

郎

と
も

い
ふ
。

汐

。
影

・
月

な

ど

い
ふ
遊

　

女

は
皆

見

世

女
郎

で

あ

る
。

む

さ
し
の

武
蔵
野

(
女
殺
)

　

武
蔵
野

は
「
野
見
讒

せ
ぬ
」
を
「
飲

み
盡
せ
ぬ
」
に
き
か
せ
て
大
盃

の
名

と
し
た

の
で

追

考

(
ふ

・
へ
。
ほ

。
ま

・
み

。
む

)

八

四

一



追

考

(
む
・
も

)

八
四

二

　

あ

る
。

「
節

用

集

大

全

」

に
「
酒

盃

大

者

日

二武

蔵

野

一
也

、

言
二
野

見

不
レ
盡

之

意

一

　

也
」
。

井

原

西

鶴

撰

「
織

留

」

卷

二

に
、
「
昔

上
戸

の

の
み

つ
く

さ

ぬ

と

て
名

を
付

　

け

し
武

蔵

野

と

い
ふ
大

盛

は
無

い
か
と

い
ふ
」
。

結

び

と
め

繋

ぎ

と

め

ん

　

(
曾

根

崎

)

　

　

　

　

　

　

　

　

　

た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ

ヘ
ヘ

ヘ

へ

　

「
拾
芥

抄

」
上
巻

に

「
魂

は

見

つ
主

は
誰

と
も

知

ら

ね

ど

も

、
結

び

と

ど

め

つ
し

た

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ま
ヒ
な

　

が

へ
の

つ
ま

、
誦

二
此
歌

一結

二
所

レ
著

衣

妻

こ
と

あ

っ
て

、

人
魂

を

見

た
時

に
咒

ふ

　

歌

と

さ

れ

て

み

る

、
そ

れ

を
應

刑

し

た
。

な

ほ
近

松

作

で
此

歌

に
據

つ
た

も

の
は
、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

と

　

「
生

玉

心

中
」
に
「
結

び

と

め

て

も
留

ま

ら

ぬ

は
わ

し
が

人

魂

」
、
「
曾

我
會

稽

山
」
第

　

四

、

と

ら
少

將

道

行

の
丈

に

「
い
や

兄
弟

の
亡

き

魂

よ

、
結

び

と

め

ん

と
下

が

へ

　

の
、

褄
吹

き

返

す
夜

嵐

に
」

と
見

え

て

み

る
。

も

ご
文
字

ひ
ら
な

か
　
(
曾
根
崎

。
女
殺
)

　

〔
文
字

芳
年
〕
一
銭
半

銭

の
意
。
「
も
じ
」
は
、
「
物
類
稱
呼
」
卷
四
、
器

用
部

に

「
ぜ

　

に
(
錢
)
"
畿
内

に
て
表

の
方

を
も
じ

と
云
」
と
あ

っ
て
、
錢
を

い
ふ
ρ
「
ひ
ら
」
は

　

片
ま
た
は
枚

の
意

で
、
薄
く
罕

な
も

の
を

い
ふ
物
數
稱
呼
詞
。
「
な
か
」
は
な
か
ば

,
・即
ち
牛
分

を

い
ふ
。

物
眞
似
　
(
曾
根
崎
)

　

芝
居
で
は
老
若
男
女
貴
賤
僧
俗
武
士
傾
城
な
ど
、
そ
れ
λ
μ丶

の
者

に
虞
似

る
に
よ

　

つ
て
、
芝
居

を
物
虞
似

叉
は
物
眞
似
芝
居
と
云

っ
た
。
「
南

水
漫
遊
」
に
「
承
應
元

　

年
六
甘
歌
舞
伎
停
止

せ
ら
れ
、
役
者
難
…澁

に
及
ぶ

に
よ
り
願

を
出
し
、
翌

二
年

三

'
月
役
着
物
眞
似
狂
言
毳
と

い
ふ
名
目

に
て
京
大
坂
と
も

に
免
許

あ
り
し
ょ
り
、
芝

　
居

の
木
戸

口
の
上
に
將
棊

の
駒

の
如
き
札

に
物
ま
ね
と
書
記

し
た
り
、
物
眞
似
と

　

は
聲
・色

を
似
す

る
に
あ
ら
ず
、
老
若
男
女
貴

賤
僧
俗

そ
れ
み
＼

の
物
を
眞

に
似
す

　

る
事
な
り
L
と
あ

る
。
民
衆

は
芝
居
で
聞

い
た
役
者

の
聲

色
を
藁
似

て
口
ず
さ
む

　

者
が
多
か

っ
た

の
で
、
近
松
作

の
中
で
も
「
大
經
師
昔
暦
」
に
「
今

の
傾
城

の
物
虞
似

　
　
　
　
す

　

芝
居
御
好
き

の

一
徳

」
、
「
心
中
天
の
網
嶋
」
に
「
う
か
れ
ぞ
め
き
の
あ
だ
浄

瑠
璃
、

　

役
者
物
眞
似
・
納
屋
は
う
た
」
、
「
女
殺
油
地
獄
」
に
「
役
者
物
眞
似
・
地

の
物
虞
似
・

　

小
歌
・
淨
瑠
璃

・
ロ
て
ん
が
う
」
と
見

え
、
ま
た

「
曾
根
蒔

心
中
」
の
こ
こ
の
文

に
も

　
「
物
眞
似
聞
き

に
そ
れ
そ
こ

へ
」
と

い
う
て
あ
る
。
「
そ
れ

そ
こ

へ
戻

っ
て
見
れ
ば
む

　

つ
か
し

い
」
と

は
、
そ
れ

そ
こ

の
物
眞
似
を
見
に
行

っ
た
其

の
田
舎
客

が
戻

っ
て
、

　
徳

樣
と
妾

と
話
合
う
て
る
る

の
を
見
た
な
ら
焼
餅

を
燒

い
て
面
倒
で
あ
る
の
意
。

も
も
よ
　
か
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
よ
　
　
　
う

百
夜
邇

ひ
し
少
將

の
雨
夜

の
蟇
さ
　
(
八
百
屋
)

　
謠

曲
「
卒
都
婆

小
町
」
に
、
深
草

の
少
將

が
小
野

の
小
町

の
許

に
通
ふ
事

を
記

し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

や
み

　
「
人
目
し

の
ぶ

の
通

ひ
路

の
、
月

に
も
行

き
暗

に
も
行
く
、
雨

の
夜
も
風

の
夜
も
、

　
　
　
　
　
七
ぐ
れ

　

木

の
葉

の
時

雨

雪

ふ

か

し
、
:
…
・行

き

て

は
返

り

く

て
は
行

き
、
…

…

逢

は

で
そ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
し
お
　
　は
し
が
　
　
　も
ふよ

　

通

ふ
庭

鳥

の
、

時

を

も

返

す

曉

の
、
榻

の
端

書

き

百

夜

ま

で

と
通

ひ

い
で
、

九

+

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ひ
とよ

　

九
夜

に
な

り

た

り
、

あ

ら
苦

し
目

ま

ひ
や
、

胸

苦

し

や
と

悲

し

み

て
、

一
夜

を
待

　

た

で

死

し

た

り

し
深

草

の
少

將

の
云

々
」

と
あ

る
。

も
ん
ぴ
紋

日
　
(
冥
途

・
天

の
絹
鳴

。
女
殺

。
暦

。
八
花
が
た
)

　

も

の
び
(
物

日
)
の
轉
。
親

の
あ

る
前
日
を
物
前
な
ど
と

い
ふ
物

で
、
物
日
と
は
親

日

　

を

い
ふ
。
紋

日
と
書
く

は
當
字
で
あ
る
。
…遊
里

の
紋

日
は
所

に
よ
っ
て
違

へ
ど

も
、

　
概

し
て
正
月
初

の
數
日
、

二
月
初
午
、
春
秋

の
彼
岸

、
七
月
盂
蘭
盆
、
+

一
月
煤

　
拂
、
+

二
月
餅
搗
節

分
、
庚

寧
日
な
ど

は
何
れ

の
廓

で
も
紋
日
と
し
た

の
で
あ
る
。

　
西
澤
與
志
撰
「
茶
傾
腹

立
顏
」
(
寶
永

五
年
刊
)
二
之
卷

に
、
「
紋

日
年
中
行
事

11
正

　
月
元
日
、

二
日
、

三
日
、
十
日
、
十

五
日
、
十
六
日
、

二
月
彼
岸

入
、
中

日
、
け



/

匠
　

ち
ぐ

わ

ん

、

十

五
日

、

二
十

二
日

、

三
月

三
日
、

四

日
、

四
月

八

日
、
五
月

五
日

、

　

六

日
、
　
六
け月
朔

日
(
愛

染

)
、　
二
十

一
日
(
稲

荷
)
、　
二

十

二

H
(
座

摩

)
、
　
二
十

五
日

　
(
天
滿

)
、

二

十

九
日

(
住

吉
)
、

七
月

十

五
日

、

十

六

日
、

八
月

十

五

日
(
名

月
)
、

　
彼

岸

入
、

中

日
、

け

ち
ぐ

わ

ん
、

九

月

九

日

、
,
十

日

、

十

三

日
(
名

月

)
、

十
月

十

　

四

日
(
十
夜

)
、

十

一
月

な

し
、

十

二
月

す

す

と

り

、

十

三
日

こ
と

は

じ

め
、

・庚

申

　

の
け

て

年

中

の
紋

日

三

十

三
日
」

と

あ

る
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

・

厄

の

年

　
(
曾

根
崎

)

　

男

の
二

+

五
歳

、

女

の
+

九
歳

は

い
つ
れ

も

厄

年

で
あ

る
。
「
和
漢

三
キ

圖

會

」
卷

　
　

　

　

　

　

　

や
く
ど
し

　

五
、
「
暦

占

類

」
厄
歳

の
條

に
「
今
俗

別

二
男

女

厄

↓

男

二
+

五
、

四

十

二
、
六

十

一
、

　

女

十

九

、

三
十

三
、
　
三
十

七

、

男

以
二
四

十

二
女

三

十

三

一僞

二
大

厄

↓
未

レ
知
二
其

　
據

こ
。
徳

兵

衞

。
お
初

の
情

死

し

た
年

齢

を

二

+

五
歳

と

+

九
歳

と

し
、

叉

近

松

　

作
「
大

経

師

昔

暦
」
に
茂

兵

衞

・
お

さ

ん

の
死

を

+

九
歳

と

二

+

五
歳

と

し
た

の
も
、

　

何

れ

も

厄

年

に
關

係

を

求

め
た

も

の
で
、
こ

れ

を

以

て
事

實

と

は
脚斷
ぜ

ら

れ

な

い
。

や
す
み
安
井

の
天
帥

　
(
女
殺
)

　
大
阪
天
王
寺
西
門
筋
逢
隈
清

水

の
南

(
即

ち
天
王
寺

か
ら
數

町
西

の
高
臺
)

に
あ

、

　

る
。
安
井

は
安
居
と
も
書
き
、
俗

説

に
菅
公
左
遷

の
時
暫

し
や
す

ら
は
れ

た
故
、

　
安
居
と
稚

し
た
と

い
ふ
。
「
攝
津
名
所
圖
會

」
二
に
「
安
井

天
祕

H
相
坂

の
上
に
あ

・

　

り
、
祭
神
少
彦
名
分
(
中
略
)
、
今
天
滿
宮

と
稚

し
て
、
諺

に
菅
公
筑
紫
左
遷

の
御

　
時
、

こ
こ
に
し
ば

し
ゃ
す
ら

ひ
給

ふ
ゆ
ゑ
此
名
あ
り
と
そ
」
。

山
も
見
え
ざ
る

…
…
放
ち
は
や
ら
じ
と
泣
き
け

れ
ば
　
(
丹
波
)

　
「
心
中
江
戸

三
界
」

と

い
ふ
當
時

の
踊
音
頭
歌

に
據

つ
た
も

の
で
あ
る
。
「
松

の
落

　
葉
」
(栃
鰄
研
)卷

七
、
古
来
中
興
常
流

は
や
り
歌
、
心
中
江
戸

三
界

に
、
「
-
…
・江
戸

　

　

　

　

ゆ

　

三
界

へ
行

か
ん

し
て

い
つ
も

ど

ら

ん
す

事

ぢ

や

や
ら

、

山

も
見

え

ざ

る
か

り

そ

め

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

に
よう
ぽ
　
　も

　

に
、

つ

い
馴

れ

馴
染

み
わ

し

を

扨

ど

う

せ
女

房

に
持

ち

や

さ

ん
す

ま

い
、

い
ら

　

ぬ
者

ぢ

や

と
思

へ
ど

も

、

ど

う

し

た
事

の
縁

ぢ

や

や
ら

怠

る

Σ
ひ

ま
も

な

い
わ

い

な
・
そ
れ

を
難

て
禦

う
と

魯

り

や
し
喜

ん
ぞ
、
手

に
か
け
て
殺
し

て
お

　

　

　

ゆ

　

い
て
行

か

ん

せ

な
、

は
な

ち

は

や
ら
ビ

と

泣

き

け
れ

ば

、

:
:
:
」

と

あ

る
。

此

の

　

歌

は
「
曾

根
崎

心
中

」
に
も

、
「
ど

う

で
女
房

に
や
持

ち

や
さ

ん

す

ま

い
、

い

ら

ぬ

　

者

ぢ

や
と

思

へ
ど

も

:
・:
」

と
用

ひ

て
あ

る
。

ゆ
ふ
夕

べ
迄

(
冥
途

)

　

「
澪
標

」(鞘
潴
七
)
大

阪

新

町

夜

見

世

繁

花

の
條

に
、
「
此
廓

開

發

の
常
座

夜

見
世

な

　

し
書

ば

か

り

な

り

し

に
延
寶

年
中

よ

り
正

月

よ
り

+

月
晦

日

ま

で
夜

見

世
御

赦

免

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

と
ち
る

　

に

て
霜

月

。
極

月

一一
ケ
月

は
暮

限

に

東
西

の
大

門

閉

居

た

り

し

に

そ

の

製
ち

享

保

　

年

中

に

叉
霜

月

。
極

月

ニ
ケ

月

も

御
赦

免

あ

り

て
今

は
年

中
夜

見
世

あ

り

て
白

日

　

を

あ
ざ

む

き

繁

花

な

る
け

し

き

お

も

し

ろ

し
」

と

あ

る
。

抒

く

も

ち

ん

つ
歸

る

も

ち

ん

つ

、
又

来

る

人

も

ち

ん

つ
ち

り

つ

て

、
チ

リ

テ

ツ

テ

(
女
殺

)

　

山

崎

通

ひ

の
唄

の
文

句

「
行

く

も

由

み
ち

戻

る

も

山

み
ち

云

々
」

を
、

洋

か
れ

て

　

口

三
味

線

に
し

た

の
で

あ

る
。
「
松

の
落

葉

」(
元
祿

+

七
年

刊

)
卷

三
、

中
興

常

流

　

丹

前

出
端

、

山
崎

通

ひ

の
唄

に
、
h
お
も

し
ろ

の
山
崎

通

ひ

や
、
行

く

も

山

み

ち
戻

　

る

も

山

み

ち

、

心

の
と

ま

る
も

山

崎

、

云

々
L

と

あ

る
。

「
多

田
院

開
帳

」

(
淨

瑠

　

璃

)
第

三
、

た

ち

ば

な
姫

道

行

の
條

に
、
「
行

く

も

山

崎
締

る
も

山

崎

、

叉
行

く
先

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

ね
び
き

　

も

山

崎

の
」
と

見

え

、
「
山
崎

輿

次

兵

衞

壽

の
門

松

」
に
、
「
行

く

も
山

崎

繕

う

も

山

　

崎

云

々
」

と

あ

る

も

、

こ

の
山
崎

通

ひ

の
唄

に
據

つ
た

も

の
で

あ

る
。
　

事

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

髄

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

9

追

考

'
(
や

・
ゆ

)

八
四

三



追

考

(
ゆ

。
よ

・
リ

。
わ

)

へ
四
四

夢

の
淨

橋

　
(
八

百

屋
)

　

夢

の

こ
と

に

い

ひ
、
叉
夢

の
如

き

は
か

な

い
世

の
意

に

い
ふ
。

「
玉
勝

間

」
卷

六

に
、

　

「
夢

の
浮

橋

と

い
ふ

は
、
古

き

歌

に
、
世

の
中

は
夢

の
わ

た

り

の
う

き
橋

か
う

ち

　

渡

し

つ

Σ
物

を

こ
そ
思

へ
、

と

あ

る

よ

り

出

で

た

る

こ

と

に

て
、

・…

:
、

吉

野

川

　

　

　

　

　

　

わ

た

　

に
あ

る
夢

の
和

多

と

い
ふ

名
所

に

て
、

そ

こ
に
渡

せ

る
浮

橋

な

り

、

:
:
-
、

吉

野

　

の
名
所

な

る

を
源

氏

物

語

に
、

卷

の
名

と

せ

る

は
夢

の
事

に
と

れ

る
な

り

♪
:
…
、

　

後

に
は

ひ

た

す

ら
夢

の

こ

と

と

な
れ

り
」
。

よ
ひ
が
う
し
ん

宵
庚
申
　
(
宵
庚
申

。
二
つ
腹
帯
)

　
「
攝
陽
群
議
し
卷
+

二
に
、
「
庚

申
堂

U
南
門
(
四
天
王
寺
南
大
門
)

の
南

に
あ

り
、

　
青

面
金
剛
童
子
梵
天
帝

釋

三
申
四
鬼
を
正
面
と
し

て
藥
師
觀
音

地
藏
を
安
置
す
、

　
庚

出
隅
の
日
西
貝
賤
群
冖を
洗炭
せ
り
こ
。

や
う
ち
ん

脚水
難

　
(
八
花

が

た

。
八
百

屋
)

　

地

獄

を

い

ふ
。
「
還

魂

紙

料

し

上

之
卷

、
浄

土
雙

六

の
條

に
、

「
や
う

ち

ん

に
お

つ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

や
う
ち
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　お
こな
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